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本
所
か
実
施
し
た

「
道
路
問

顛
に
関
す
る

F
A
X
調
査
」

に

よ
る
と
、
道
路
渋
滞
な
ど
が
続

く
現
在
の
道
路
事
情
に
対
し
、

約
八
割
の
企
業
が
不
満
を
持
ち
、

約
九
割
の
介
業
が
事
業
活
動
に

悪
影
孵
が
あ
る
と
回
答
。
庭
災

に
よ
る
道
路
事
情
の
悪
化
が
、

物
流
コ
ス
ト
の
増
加
や
来
街
者

減
な
ど
、
事
業
活
動
に
深
劾
な

打
撃
を
与
え
て
い
る
こ
と
が
浮

き
彫
り
に
な
っ
た
。

同
調
査
は
八
月
上
旬
か
ら
中

旬
に
か
け
て
、
本
所
議
員
な
ど

二
百
五
十
社
を
対
象
に
実
施
。

百
四
十
六
社
か
ら
回
答
が
あ

っ

た
（
回
答
率五
八
•

四
％
）
。

こ
の
結
果
、
現
在
の
道
路
復

旧
に
向
け
た
行
政
、
公
団
な
ど

当
局
の
対
応
と
現
状
の
道
路
事

情
に
対
す
る
評
価
で
は
、
約
九

割
の
企
業
が
当
局
の
対
応
を
評

価
し
て
い
る
一
方
、
現
状
の
道

路
事
情
を
不
満
と
す
る
企
業
は

約
八
割
に
上
り
、
さ
ら
な
る
改

善
を
希
望
し
て

い
る
。

ま
た
、
現
在
の
道
路
事
情
が

事
業
活
動
に
及
ぽ
す
影
害
で
は
、

「
悪
影
轡
が
あ
る
」
と
答
え
た

企
業
か
五
四

。
一
％
と
最
も
多

く
、
次
い
で
「
悪
影
楔
が
大
き

い
」
が

一――
右

．
六
％
、
「
あ
ま

り
影
響
が
な
い
」
が

一
O
・―――

に

％
と
な
り
、
約
九
割
の
企
業
が

事
業
活
動
に
何
ら
か
の
悪
影
齊

を
受
け
て
い
る
と
回
答
し
て
い

る。

具
体
的
に
は
、
配
送
効
率

低
下
に
よ
る
物
流
コ
ス
ト

の
増

加
や
、
来
街
者
減
に
よ
る
阪
売

売
り
上
げ
不
振
な
ど
を
訴
え
る

声
か
多
い
。

特
に
支
障
を
ぎ
た
し
て
い

る

ポ
イ
ン
ト
な
ど
に
つ
い
て
は
、

路
線
で
は
、
国
道
一
号
線
、
四

三
号
線
、
区
間
で
は
ポ
ー
ト
ア

イ
ラ
ン
ド
、
六
甲
ァ
イ
ラ
ン
ド

へ
の
出
入
り
1
1
か
最
も
多
く
挙

け
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、
遍
路
の
復
旧
に
向
け

て、

今
後
、
行
政
、
公
団
な

と

に
望
む
こ
と
と
し
て
は
、
車
両

通
行
規
制
の
廃
止

・
緩
和
や
、

昼
夜
兼
行
に
よ
る
復
旧
工
事
の

ス
ピ

ー
ド
ア
ン
プ
、
阪
神
高
速

神
戸
線
の
早
期
復
旧、

不
法
駐

車
の
取
締
り
強
化
な
と
に
意
見

が
集
中
し
た
。

本
所
で
は
、
今
回
の
調
査
鈷

果
を
踏
ま
え
、

去
る
九
月
二
十

一
日
、
牧
会
頭
が
建
設
省
に
森

喜
朗
建
設
大
臣
を
訪
ね
、
阪
神

高
速
神
戸
線
の
早
期
復
旧
と
大

阪
湾
岸
道
路
の
六
甲
ァ
イ
ラ

ン

ド
以
西
の
早
期
事
業
猶
手
を
杵

と
す
る
陳
情
を
行
っ
た
。
席
上
、

森
建
設
相
は
、
「
阪
神
高
速
神

戸
線
の
復
旧
に
向
け
て
は
、

一

日、

一
時
間
て
も
早
く
と
思
い

つ
つ
取
り
組
ん
で
い
る
。
予
算

の
確
保
も
行

っ
て
お
り
、

今
後

と
も
被
災
地
の
道
路
復
旧

に
仝

力
を
挙
げ
て
い
き
た
い

」
と
前

向
き

の
取
り
組
み
を
約
束
し
た
。
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会期： 11月3日（祝）ー5日（日）

会場：神戸国際展示場1号館
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会期： 11月3日（祝）ー4日（土）

会場：神戸朝日ホール1階ピロティ

詳しくは6・7面をご覧下さい。
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阪神高速道路・ハーバーハイウェイ・浜手バイバス復旧見通し
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摩耶

阪神高速神戸線

至）＼ーバーランド

浜手バイパス

¥・ ハーバーハイウェイ

高羽

ポートアイランド

阪神高速湾岸線

六甲アイランド

武庫川

い
ろ
ん
な
暮
ら
し
が
あ
っ
て
、

誰
も
が
、
も
っ
と
素
敵
な
今
日
と
、

も
っ
と
素
晴
ら
し
い

明

H
に
つ
い
て
考
え
て
い
ま
す
。

私
た
ち
は
、
そ
ん
な
ひ
と
り
ひ
と
り
の
た
め
に
、

親
身
に
な
っ
て

お
役
に
立
ち
た
い
と
頻
っ
て
い
ま
す
。

地
球
サ
イ
ズ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
、

ワ
イ
ド
で
ス
ピ
ー
デ
ィ
な
情
報
力
で
、

地
域
社
会
と
の
親
密
な

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
づ
く
り
を
続
け
て
い
ま
す
。

も
っ
と
も
っ
と
、
あ
な
た
の
未
来
に

大
き
な
夢
を
咲
か
せ
た
い
。

私
た
ち
は
、
さ
く
ら
銀
行
で
す
。

ヽ
さくら銀行

゜



平成 7年10月10日 KOBE会議芹ニュース （平成 2年 6月22日第 3種郵便物認可） (2) 

ー
ま
ず
、
震
災
の
被
害
に
つ
い

て
お
聞
か
せ
下
さ
い
。

被
災
の
程
度
は
地
域
に
よ

っ

て
か
な
り
格
差
が
あ
り
ま
す
が
、

お
し
な
べ
る
と
一―10％
が
全
壊
、

こ
れ
に
半
壊
を
加
え
ま
す
と
五

0
％
以
上
の
店
舗
が
倒
壊
し
、

一
部
揖
壊
を
含
め
ま
す
と
、
今

回
の
震
災
は
市
内
の
全
て
の
面

店
に
深
刻
な
打
撃
を
与
え
ま
し

こ。t
 私は
戦
災
で
受
け
た
ジ
ョ
ソ

ク
よ
り
も
、
わ
ず
か
何
十
秒
か

て
全
て
を
失
っ
た
今
回
の
震
災

の
ほ
う
が
は
る
か
に
深
幻
と
受

け
止
め
て
い
ま
す
。

特
に
、
高
齢
な
経
営
者
の
方
々

に
と
っ
て
は
、
今
回
の
損
失
は

一
生
か
か
っ
て
も
取
り
戻
す
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。

ー
現
在
の
再
開
の

疇

商
工
会
議

口

街

以

以

所
の
調
査
結
果
に

も
あ
る
と
お
り
、
誤
災
か
ら
半

年
た
っ
た
七
月
中
旬
の
時
点
て

は
、
約
六
布
％
程
度
の
お
店
が

す
で

に
再
開
し
て
い
ま
す
。

行
政
の
支
援
と
若
手
経
営
者

の
リ
ー
ダ
ー
ジ

ソ
。
フ
に
よ
っ
て
、

共
同
仮
設
店
舗
の
開
設
や
、
共

同
経
営
に
乗
り
出
し
た
結
果
、

震
災
当
初
の
予
想
よ
り
は
、
復

旧
の
ス
ピ
ー
ド
は
か
な
り
早
ま
っ

た
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
い
ま
た
に

残
り
の
三
割
以
上
の
経
営
者
の

方
々
は
、
や
む
を
得
す
他
に
職

業
を
求
め
ら
れ
た
り
、
細
々
と

年
金
生
活
を
さ
れ
て
い
る
非
常

に
厳
し
い
状
態
が
続
い
て
い
ま

す
の
で
、
今
後
は
、

復
旧
ス
ピ
ー

ド
が
か
な
り
遅
れ
る
と
予
想
し

て
い
ま
す
。

ー
現
在
抱
え
て
い
る
さ
ま
ざ
ま

な
課
題
や
行
政
へ
の
要
望
に
つ

い
て
お
聞
か
せ
下
さ
い
。

こ
の
よ
う
な
点
か
ら
も
、
国

や
行
政
に
は
、
長
期
に
わ
た
っ

て
運
転
資
金
の
助
成
を
行
っ
て

頂
き
、
商
売
人
の
自
助
努
力
を

側
面
か
ら
支
援
す
る
体
叫
を
整

備
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

二
点
目
は
、
住
民
の
流
出
で

す
。
い
く
ら
商
売
人
が
や
る
気

を
山
し
て
お
店
を
再
開
し
て
も
、

そ
こ
に
暮
ら
す
人
が
い
な
け
れ

ば
、
商
売
は
成
り
立
ち
ま
せ
ん
。

い
ち
早
く
、
恒
久
住
宅
を
廷
設

し
て
頂
き
、
一

階
部
分
に
廂
店

街
を
入
居
さ
せ
る
な
と
し
て
、

住
民
と
共
存
共
栄
て
き
る
街
づ

く
り
を
弧
く
望
み
ま
す
。

三
つ
目
は
本
格
的
な
復
興
へ

向
け
て
の
支
援
で
す
。
私
達
は

い
つ
ま
で
も
仮
設
店
舗
で
商
売

を
や
っ
て
い
く
わ
け
に
は
い
き

ま
す
。

が
必
要
と
な
る
よ
う
な
問
題
が

か
な
り
出
て
く
る
恐
れ
が
あ
り

逹
の
自
劫
努
力
は
も
ち
ろ
ん
の

こ
と
で
す
が
、
国
や
打
政
側
も

金
融
、
法
律
、
税
制
な
ど
あ
ら

ゆ
る
面
で
支
援
を
強
化
し
て
頃

く
よ
う
願
っ
て
い
ま
す
。

ー
神
戸
経
済
の
復
興
・
再
生
に

向
け
て
何
か
ア
イ
テ
ア
が
あ
れ

ば
。仰

店
街
は

「
街
の
顔
」
て
す
。

今
回
の
震
災
で
完
全
に
消
失
し

た
商
店
街
は
多
数
あ
り
ま
す
が
、

私
逹
に
は
先
人
か
ら
引
き
継
い

た
「
街
の
顔
」
を
立
派
に
復
真

し
、
地
域
の
力
々
や
後
世
に
引

き
継
＜
責
務
が
あ
り
ま
す
。

す
で
に
、
行
政
の
支
援
も
得

て
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
や
各
穂

研
究
会
を
開
設
し
、
日
々
熱
心

に
議
論
を
か
わ
し
て
い
ま
す
が
、

都
市
酎
画
が
確
定
し
て
い
な
い

地
域
が
多
く
、
復
興
へ
の
青
写

哀
は
ま
だ
描
け
て
い
な
い
の
が

現
状
で
す
。

ま
す
。時
が
た
つ
に
つ
れ
て
被
災
に

遥
っ
た
方
々
の
ニ

ー
ズ

は
劾
々

と
変
化
し
ま
す
が
、
そ
れ
に

一

番
対
応
で
き
る
の
は
神
戸
の
商

売
人
の
は
ず
で
す
。

ま
た
、
か
つ
て
の
よ
う
に
神

戸
以
外
か
ら
も
お
客
様
を
呼
び

込
む
求
心
力
を
つ
け
、
街
に
に

ぎ
わ
い
を
取
り
戻
さ
な
け
れ
ば

良
の
復
興
と
は
言
え
ま
せ
ん
。

私
も
含
め
、
今
こ
そ
”
や
る

気
“
を
出
し
て
頑
張
ら
な
け
れ

ば
と
思
い
ま
す
。

そ
の
意
味
で
、
オ
リ
ソ
ク
ス

の
優
膀
に
は
大
い
に
元
気
づ
け

ら
れ
ま
し
た
し
、
こ
れ
が

一
っ

の
起
爆
剤
に
な
れ
は
と
期
待
し

て
い
ま
す
。

神
戸
か
再
び
美
し
い
街
に
生

ま
れ
変
わ
る
よ
う
、
私
も
全
力

を
尽
く
し
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

Fj
本
マ
レ

ー
ジ
ア
緑
済
協
議

会
は
、
日
本
と
マ
レ

ー
シ
ア
両

国
経
済
界
の
相
旦
理
解
と
親
筈
、

両
国
間
の
貿
易
、
投
資
、
経
済

協
力
、
観
光
な
ど
の
促
進
を

El

的
に
、

マ
レ
ー
シ
ア
側
委
罠
会

と
の
年
次
合
同
会
議
を
開
催
す

る
な
ど
の
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

そ
の
第
十
八
回
合
同
会
議
か
、

十
一
月
六
日
（
月
）

、

七

Fl

（
火
）
の
両
Fl
、
本
所
が
誘
致
し

た
震
災
後
は
じ
め
て
の
国
際
会

議
と
し
て
、
神
戸
ポ
ー
ト
ピ
ア
ホ

テ
ル
に
お
い
て
開
催
さ
れ
る
。

昨
年
の
合
同
会
議
て
神
戸
開

催
は
決
定
さ
れ
て
い
た
が
、
阪

神
大
霞
災
で
神
戸
巾
か
壊
滅
的

な
被
害
を
受
け
た
た
め
、
い
っ

た

ん
は
白
紙
に
戻
さ
れ
た
。
し
か
し

そ
の
後
、
ホ
テ
ル
、
交
通
綱
な

と
の
受
け
入
れ
態
勢
の
復
旧
か

予
想
以
上
に
早
く
進
み
、

ょ
う
な
復
輿
状
尻
を
内
外
に
ア

ど
ー
ル
す
る
絶
好
の
機
会
て
あ
る

た
め
、
再
度
神
戸
開
催
を
強
く

要
諮
し
、
今
回
の
開
催
に
至
っ

こ。ナ
地
元
で
は
、
本
含
同
会
議
開

催
か
復
興
の
ジ
ン
ボ
ル
的
な
イ
ペ

ン
ト
の

一
っ
に
な
る
こ
と
を
期
待

し
て
い
る
。

な
お
、
十
一
月
七
日
（
火
）

の
「
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
ジ
ョ
ン
」

は
、

日
マ
両
国
関
係
に
つ
い
て

の
碑
解
を
深
め
る
よ
い
楓
会
て
あ

り
、
広
く
一
般
の
参
加
を
呼
ひ

か
け
て
い
る
。
参
加
中
し
込
み

方
法
は
次
の
適
り
。

〔パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
〕

日

時ト
一
月
ヒ
日
（
火
）
午
前
九

晦

――十
分

I
I
一
時
―一
ー
分

こ
の

モ
デ
レ
ー
タ
ー

「
ア
ジ
ア
域
内
に
お
け
る
経

済
的
相
互
協
力
関
係
の
深
化

と
日
・
マ
両
国
の
役
割
」

な
こ
と
を
耳
に
し

Lー¢ 

い
る
と
い
う
よ
う

＋
一月
に
神
戸
で
開
催

マ
レ
ー
シ
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i "Buy KOBE運軌＂に一層のこ協力を！ ； 畠
; ～ 「MADEIN KOBE商品清報 VOL.3」発行～ ； 
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i中数： 本所では、巾・内企業の復輿を支援するため、市内 ！西授
！企業の製品 ・商品を優先的に購入してJ頁くことなど

， 
；を内容とする '‘l3uyKOBE運動＂を展聞してい 、｛ ます。その一環として本所会旦企業の商品清報を冊 ； 〗
，子にまとめ、広く全国の企業 ・団体などに発信して i
iおりますが、今同、 「MADEIN KODE商品情報 ! ~` 申参

!VOL.3」を発行しました。
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場

所神
戸
ポ
ー
ト
ピ
ア
ホ
テ
ル
地
下

一
階

「偕
楽
の
問
」

キ
ー
ノ
ー
ト
・
ス
ビ
ー
カ
ー

ー
最
後
に
何
か

P
R
か
あ
れ
は

い
ま
、
大
阪
の
醐
店
街
は
、

神
戸
の
お
客
様
が
流
出
し
た
こ

と
に
よ
っ
て
、
大

い
に
に
ぎ
わ

っ
て

全
国
的
に
み
て
も
、
商
店
街

は
様
々
な
問
題
を
抱
え
て
い
ま

す
。
経
営
者
の
高
齢
化
、
後
継

者
難
、
来
街
者
の
減
少
、
空
店

舗
に
よ
る
組
織
力
の
低
下
、
施

設
の
老
朽
化
な
ど
が
そ
の
代
表

的
な
も
の
で
す
か
、
神
戸
の
商

店
街
は
、
震
災
に
よ
っ
て
こ
れ

ら
の
諸
問
題
か

一
気
に
表
面
化

し
、

一
段
と
深
劾
な
問
題
と
な
っ

て
私
達
に
襲
い
か
か
っ
て
き
ま

し
た
。第

一
の
問
題
は
、
や
は
り
賓

金
の
間
題
で
す
。
今
回
の
震
災

に
よ
っ
て
、
従
来
の
借
人
の
上

に
、
さ
ら
に
多
大
な
資
金
を
偕

り
入
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
運
用

に
よ
っ
て
当
面
は
し
の
け
ま
す

が
、
今
後
は
、
返
済
計
画
が
立

た
な
か
っ
た
り
、
さ
ら
に
借
入

ま
せ
ん
。
現
在
、
多
く
の
商
店

街
が
ア

ー
ケ
ー
ド
や
舗
装
に
大

き
な
濃
傷
を
受
け
、
と
て
も
ジ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
を
楽
し
む
と
い
う
雰
囲

気
に
は
至
っ
て
ま
せ
ん
。

単
な
る
復
旧
だ
け
で
な
く
、

神
戸
が
全
国
の
商
店
街
の
モ
テ

ル
ケ
ー
ス
と
な
る
よ
う
に
、
私

で
き
る
だ
け
早
急
に
都
市
酎

画
を
決
定
し
、
私
達
も
ソ
フ
ト

面
で
何
が
提
供
で
き
る
か
真
剣

に
考
え
て
い
き
た
い
と
国
心
っ
て

い
ま
す
。 惇討
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今-磁

仇
般
、
本
所
が
実
施
し
た
蜀

九
ー

ニ
同
経
営
径
済
勁
向
調
査

（
調
査
時
点
は
平
成
七
年
九
月
、

媒
下
に
本
社
を
有
す
る
企
業
下

三
百
社
を
対
象
に
実
施
、
回
答

率
は
四

0
・
ニ
％
）
に
よ
る
と
、

平
成
七
年

L
I
九
片
期
の
国
内

娯
気
は

「上
昇
」
八
・
七
％
、

「下
降
」

＿
一
―ー
・
――-%、

I
値
△
七
・

ニ
と
な
り
、

（四

ー
1

ハ
月
期
）

B
S
 

1

りり
’Tj

訂
見

同
△
五

・
――

第93回経営経済動向調査結果

先
行
き
了
想
に
つ
い
て
は
、

+
—
ー

ニ
月
期
は
季
節
要
因
も

あ
っ
て、

「上
昇
」
二
四
•
-
i-
%

か

「
下
降
」

ー

、
戸
り

―
ニ

・
九
％
を
上

B
S
I
値
は
五

・
七
と

プ
ラ
ス
に
伝
し
、
続
く
平
成
八

年

一
ー
三
月
期
も
同
五

・
一
と

な
り
、
回
復
へ
の
期
待
感
が
う

か
が
え
る
。

自
社
業
況
に
つ
い
て
は
、
七
ー

九
月
実
績
で
は
、

一

％ナし

｀ 
． 

％ 

ら
れ
な
い
。

「
上
昇
」

「
下
降
―
―
―

B
S
l
値
△
，ハ

・
O
と
な

り
、
前
期
（
同
△
六

・
ヒ
）
に

引
き
続
き
、
回
復
の
非
し
が
み
.
0
 

先
行
き
予
祖
心
に
つ
い
て
は
、

卜
ー
十

一月
期
の

B
S
I
仙
は
、

ニ

・
八
と
わ
ず
か
な
が
ら
プ
ラ
ス

に
転
じ
る
も
の
の
、
続
く
平
成

八
年
―

|
-
―
一
月
期
に
は
、
同
△

四

・
一
と
再
ひ
マ
イ
ナ
ス
に
転
じ
、

(%) 
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回
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20 
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10 

率
20 
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40 
50 
60 
70 

□「上屏」国答
□「下降」 ［叫答
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-—実績値
--― 今回予測値
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B
 

と
比
べ
や
や
下
降
し
、
前
回
調

杏
に
お
け
る
七
ー
九
月
期
予
愁

値
同
△

ニ

・
ニ
と
比
絞
し
て
も

五
ポ
イ
ン
ト
あ
ま
り
下
方
修
正
し
、

国
内
景
気
は
仏
然
と
し
て
停
滞

し
て
い
る
結
果
と
な
っ
た
。

s
 

業
況
は
足
踏
み
状
態
に
あ
る
と

い
え
る
。
染
種
叫
に
み
る
と
、
七
ー
九

月
実
繍
て
、
木
材
・
木
製
品
が

B
S
I
値
△
＿
ニ

・
八
と
な

っ

た
他
、
鉄
鋼
、

一
般
機
械
、
家

具
・
装
備
品
、
紙
。ハ
ル
プ
て
も

4

6

 

7

9

 

0

2

 

l

l

 

月

1
月

1

3

 

年8
 

【自社業況の総合判断】

B
S
I
値
が
△

一0
を
超
え
、

非
常
に
厳
し
い
状
況
に
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
、
情
報
サ
ー
ビ
ス
、

小
売
業
、
貿
易
業
、
港
湾
倉
庫
、

海
運、

山
版
•
印
刷
な
と
で
は
、

B
S
I
値
が
プ
ラ
ス
に
転
じ
、

立
ち
直
り
の
動
き
を
み
せ
て
い
る
。
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水のきれいな日本海、さわやかな高原、楽しく面臼い温泉がいっぱい。

但馬牛、そは、カニなどの新鮮な海の幸をはじめ、四季折々の昧覚もいっぱい。

早くて快適な飛行機を利用して但馬でゆっくりしてみませんかつ

●こ予約•お問い合せは JAS・JAC予約センターへ

大阪06-243-8111 ・神戸078-391-76l l・但馬 0796-26-1515

utこ？但馬空港か`

こ。 雫 止ト吟＼畑＼mCO碍此四

0 0 0 0 0 

---、



(3) KOBE会議芹ニュース （平成2年 6月22日第 3種郵便物認可） 平成 7年10月10日

これだけ分かれば大丈夫

年末•年始0源泉徴股事務早わかり［青座

日

場

講

内

時

所

師

容

定員

参加費

11月15日（水）

午後 1時30分ー4時30分

神戸木材会館5階会議室

税理士 山本勝彦氏

年末調整事務について／‘＇特別減税＂

にかかる事務について／支払調書事

務について

※電卓 ・箪記用具を必すご持参下さい。

40名（先着順）

2,000円（資路代、消費税含む）

【申し込み先】 兵庫支部 岱577-1110

6時間で基本操作をマスターできる

初心者向けワープロ請習会

窃盛碑怒細啜a啜雰吟

日

場

内

時

所

容

定員

参加費

11月7日（火）、 8日
（木）の計3日間
A・B・Cコースいずれか選択
*Aコース 午前10時一正午
*Bコース 午後 2時ー 4時
*Cコース 午後5時30分-7時30分
ば兵庫納税協会3階会議室
文字の入力、簡単な案内文の作成／

ペンを使った編集作業、手書き文字

入力／ハガキ作成、住所録の作成他

各コースとも 12名（先着順）
7,000円（資料代、消費税含む）

【申し込み先】 兵庫支部

（水）、 9日

乞577-1110

販促実戦セミナー
～ダイレクトメールの作り方 • 効果的な使い方教えます ～

日

場

講

内

時

所

師

容

定員

参加費

10月27日（金）
午後 2時ー 4時30分
舞子ビラ 本館5階布引きの間
凶日本DM協会関西支部

斉藤忠良氏
もらって楽しい、お客様の製味を引

< DMの作り方 ・使い方／DM作り
の個別相談 ・添削指導（添削指導を
希望の場合は、自社作成のDMをご
持参下さい）
30名（先着順）
2,000円（資料代、消費税含む）
※参加料は開催日の前日までにご持
参下さい）

【申し込み先】 垂水支部 匹706-1234

会

＇ 

一“9、

議

．．
． ＂マ・

,
'
 

£
 
ぐ
い

冒

らCク
：＇＇ 

所

ヨ
9•2 

・
9
 
、-
’
 

•[

. 

商
工
会
議
所
の

検
定
試
験

本
所
て
は
、
十

一
月
七
日
か

ら

T
五
日
ま
で
の
七
円
間
（
七
・

日
を
除
く
）
、
腹
部
詔
音
岐
検

診
と
胃
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
診
を
実

施
し
ま
す
。

腹
部
超
音
波
検
診
は
、
肝
臓

・

胆
の
う

・
腎
臓
の
小
さ
な
病
変

を
見
る
こ
と
が
で
き
る
安
全
か

つ
精
度
の
高
い
検
査
方
法
て
す
。

昨
年
の
診
断
結
果
で
は
、
受

診
者
八
百
六
十
名
の
う
ち
、一― •

白
七
十

一
名
（
四
三
％
）
に
、

本
所
は
脳
血
酋
障
害
、
脳
腫

腐
の
予
防
や
早
期
発
見
の
た
め

に
十
月
か
ら
「
脳
ト
ソ
ク
」
を

開
設
し
ま
し
た
。
脳
ド
ノ
ク
は

以
下
の
診
断
に
効
果
を
発
揮
し

ま
す
。
（脳
動
脈
瘤
）
脳
の
血
酋
の
分

か
れ
る
と
こ
ろ
に
で
き
る
瘤
で

す
。
破
裂
す
る
ま
で
に
症
状
を

出
す
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
、

破
れ
る
と
お
そ
ろ
し
い
ク
モ
膜

下
出
血
を
お
こ
し
ま
す
。

（
無
症
候
性
脳
梗
塞
）

M
R
I

な
ど
で
梗
塞
所
見
は
見
ら
れ
ま

す
か
、
手
足
の
麻
痺
、
し
び
れ
、

―--
＝
語
障
害
な
ど
の
臨
床
症
状
は

発
現
し
て
い
な
い
状
態
で
す
。

石
十
歳
台
か
ら
み
ら
れ
、
年
齢

と
共
に
次
第
に
増
加
し
ま
す
。

第
八
十
三
回
簿
記
検
定
試
験

（試
験
円
）

ト

一
月
卜
九
日

（
日
）
（
会
場
）
神
戸
市
立
神
戸

商
業
高
等
学
校
・
神
戸
市
立
兵

庫
商
業
高
等
学
校•
本
所
（
中

込
受
付
期
間
）
十
月

T
六
日

（月）

ー
十
九
日
（
木
）

第
八
十
三
回
英
文
タ
イ
プ
ラ
イ

何
か
の
異
常
か
見
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
宵
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
査
て

も
、
二
十
＿―-
名
が
要
再
検
、
経

過
観
察
と
診
断
さ
れ
病
気
の

早

期
発
見
に
役
立
っ
て
い
ま
す
。

受
診
ご
希
望
の
方
は
十
月
二

十
日
ま
で
に
お
申
し
込
み
下
さ

い
。
定
員
に
逹
し
次
第
締
め
切

り
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

会
員
事
業
部

6
3
0
3
.
5
8
0
2
 

進
行
す
る
と
痴
呆
の
原
因
に
な

る
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

（脳
腫
瘍
）

一
部
の
良
性
脳
肺

瘍
は
か
な
り
大
き
く
な
る
ま
で

症
状
が
出
現
し
な
い
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

普
通
の
健
康
診
断
で
悶
頸
な

い
と
い
わ
れ
て
い
る
方
も
、

「
脳
ド
ノ
ク
」
は
一
度
受
け
ら

れ
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

健
診
機
関

神
銅
病
院

健
診
費
用

会

員

五

万

―――千

円
／

一
般

六

万

円

（
消
費

説
を
含
む
）

健
診
日
月
、
水
曜
日

健
診
所
要
時
間
約
二
時
問

【
問
い
合
わ
せ
先
】

会
員
事
業
部

8
3
0
3
.
5
8
0
2
 

テ
ィ
ン
グ
検
定
試
験

（
試
験

Fl)

ト

一
月
十

一
ロ

（
日
）
（
会
場
）
神
戸

y
M
C
A

学
院
専
門
学
校
（
申
込
受
付
期

間
）
＋
月
十
六
日
（
月
）
ー
十

九
日
（
木
）

第
二
十
二
回
―
-＿
級
ワ

ー
プ
ロ
技

能
検
定
試
験

（
試
験
日
）
十
二
月
二
日
（
土
）

•

三
日
（
口
）
の
い
す
れ
か
一

曰
（
会
場
）
市
内
二
十
ニ
カ
所

脳
ド
ッ
ク
」
1
0
月
か
ら
ス
タ
ー
ト

脳
腫
瘍
な
ど
の
早
期
発
見
に

し
込
み
受
け
付
け

腹
部
超
音
波
・
胃
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
診

〔卸
売
商
業
部
会
〕

（
中
込
受
付
期
間
）
十
月
――
―ー

日
（
月
）
I
十
一
月
一
口
（
木
）

ま
た
、
各
試
験
と
も
実
施
要

項
を
次
の
場
所
で
配
布
し
て
い

ま
す
。
＊
本
所
本
部
・
支
部
・
支
所

＊
ジ
ュ
ン
ク
堂
書
店
住
吉
店

・

平
成
七
年
十
月
二
日
現
在

表
記
は
、
会
員
名
、
屋
号
又
は
代

表
者
名
、
住
所
又
は
所
在
地
の
順

（
株
）
板
文
西
神
戸
店
／
和
安
武

／
凸
区
伊
川
谷
町
有
瀬
一

0
五

＼
 
／
 
さ
か
た
商
事
（有
）
／
坂
田
膀
芙

／
巫
水
区
舞
了
坂
一
ー

ニ
ー
一

（
株
）
手
芸
の
丸
十
／
畑
良
人
／

北
区
藤
原
台
中
町

一
ー
ニ

ェ
コ
ー

ル
リ
ラ
タ
イ
エ
―
―-
F

（
有
）
中
央
薬
局
／
塀
川
光
羅
／
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●ご契約から、約2ヶ月で完工．“
本体ユニット販売価格273万F
ぼ木設悩工事運搬 • 工串苗含む）

●半年、65万からリース．“

ハイクオリティで個性豊かなお店づくりをお手

伝い。仮設店舗や恒久店舗、住居等にもお使い

頂ける盤富なバリエーションシステムをこ用意。

2階建ショップとしても展開か可能です。

●協同提案

●協

安全でク＇と之竺．―――--------_ r 
賃砿づくりは、オール電化から．I.I ,『`｀塁t—→-"?-T~’

--
｀` -瓢 i、..、 99 、

ロ了烹疇曇ヽ

l’̀＼：tI 
・・・・・・.... •J,,~= 

；ー` ~誓贔璽虞戸吹瓢鱈霞朽喜記皇盲言こ二-＝之ユた
TYPE-A（飲食店タイプ）力

株式会社関電製作所

大和工商リース株式会社

関西電力株式会社

お問い合わせ•お申し込み先

靡ムヨヤつ盃誓塁贔
〒553大阪市福烏区大開2-3-4

言儡讐ムfl06-462-0399代）

モテルハウス近日オープン
オール電化ショップを体験．I/

阪恙袢戸線

tll手笞糀

JR芯戸珠 要沼送 庄き涸社．． 
一国圭2号釈

1王舌

限油刃遠泉

宍逗43号粽泉

• JR住吉駅より北へ徒歩1 彬｝疇阪急御影駅より更へ徒歩15分
●所在地：神戸市乗灘区住吉本町3丁目2番
● 営業時問 ： AM10:oo~-PM6:0Q（駐車場有り ）
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「第二店頭市場」の概要

第二店頑市場 現行店碩市場

①事業内容に新規性、将来性がある（業種
対象企業 の特定はなし） 制限なし

②売上高に対する研究開発費の割合か3％以上

①発行済み株式数は問わない ①登録日に200万株以上
登録基準 ②株主数は登録日に50人以上 ②登録日に200人以上
（登録取 ③利益基準なし ③直前決算期に税引き前ー株利益10p:]以上
り消し基 ④純資庄は登録曰に 2億円以上 ④直前決算期末に 2億円以上
準） ⑤株主数が25人未満は登録取り消し ⑤100人未滴は登録取り消し

⑥5期連続偵務超過で登録取り消し ⑥3期連続債務超過で登録取り消し

①最低公開株式数は50万株 ①最低50万株で、発行済み株式数に応じて
②公開株式は公募増資によるものに限る 増加

株式の公 ③公開価格決定にはフ~ックビルディング方 ②公募、売り出しのいずれも可
開 式を採用（検肘中） ③入札制度を採用

④一投資家当たりの株式配分に上限なし ④公開株で一投資家当たり年 4銘柄、一銘
柄当たり5000株以内、公開後は l万株

①直前2決算期の財務諸表（監査証明付き） ①直前2決算期の財務諸表（監査証明付き）
のほか、公開後に四半期毎の事業の進ちょ 0)開示

その他
く状況を開示
②主幹事を含む2社以上の証券会社に値付
け業務を義務付け、必要な範囲で借株を
認める

（
第
二
店
頭
市
場
と
は

現
右
日
本
の
桃
式
市
塩
は
人

き
く
分
け
て
、
取
引
所
取
引
と
店

頭
取
引
と
に

一分
さ
れ
て
い
ま
す
。

束
京
証
券
取
引
所
を
筆
頭
に
大

阪
、
名
凸
慶
札
幌
、
新
潟
、

京
都
、
広
島
、
福
岡
と
全
国
に

八
つ
の
証
券
取
引
所
か
あ
り
（
東

京

・
大
阪

・
名
古
屋
に
は
各
々

に
一
部
・
一
部
の
市
場
、
さ
ら
に

大
阪
証
券
取
引
所
に
は
新
二
部

の
市
場
か
あ
る
）
証
取
法
に
あ
る

市
場
集
中
の
原
則
に
の
っ
と
り
人

半
の
株
式
が
取
引
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
企
業
の
株
式
を

t
場
株

式
と
称
し
て
い
ま
す
。
も
う
一
っ

は
、
訓
券
会
社
の
店
頭
て
取
引

さ
れ
る
（
日
本
店
頸
証
券
（
株
）

の
仲
介
に
よ
る
）
公
開
抹
式

（
店
頭
登
録
株
式
）
と
に
人
別
さ

れ
ま
す
。
取
引
所
に
株
式
を
上
場
す
る
に

は
上
場
基
準
、
店
頃
市
場
に
株

式
を
公
開
す
る
に
は
店
頭
登
録
基

惰
に
。
ハ
ス
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

上
場
拮
準
に
比
へ
れ
は
登
録
基

準
の
方
が
緩
和
さ
れ
て
は
い
ま
す

が
、
そ
れ
で
も
中
小
や
新
進
の
企

一
一
(1) 

よくわかる
ピジネス実務講座

第二店頭市場の概要

神栄石野証券株式会社投資推進部

業
に
す
れ
ば
高
い
ハ
ー
ド
ル
と
な
っ

て
い
ま
す
。
そ
こ
で
こ
れ
か
ら
の

Fl

本
の
産
業
を
リ
ー
ト
す
る
よ
う
な

ニ
ュ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
、
ベ
ン
チ
ャ
ー
企

業
な
ど
の
育
成
に
資
す
る
た
め
に

こ
の
度
第
一
店
顕
市
場
（
店
顕

登
録
特
則
銘
柄
制
度
）
の
謳
叉

と
粗
成
り
、
実
際
に
は
今
年
七

月
十
九
日
よ
り
当
制
度
は
ス
タ
ー

ト
し
て
い
ま
す
。

②
第
二
店
頭
市
場
の
概
要

そ
れ
で
は
そ
の
概
要
に
つ
い
て

で
あ
り
ま
す
か
、
そ
の
前
に
ま
ず

当
制
度
の
墨
本
的
な
考
え
方

（
曰
本
証
券
業
協
会
）
に
つ
い
て

ふ
れ
て
み
ま
す
と
、
「
現
行
の
盗

録
犀
準
に
達
し
て
い
な
い
研
究
間

発
型
介
業
な
ど
の
成
長
に
資
す
る

た
め
、
そ
れ
ら
の
企
業
に
株
式
店

頭
古
場
に
お
け
る
資
合
調
達
の
途

を
開
く
た
め
登
録
拮
準
に
つ
い
て

特
則
を
設
け
る
こ
と
。
ま
た
投
賓

家
保
議
に
十
分
な
留
意
を
す
る
必

要
が
あ
る
の
で
、
特
に
そ
れ
ら
の

介
業
に
対
し
て
は
過
切
な
デ
ィ
ス

ク
ロ

ー
ジ
ャ
ー
を
要
請
す
る
こ
と
」

と
な

っ
て
い
士
子
。

次
に
登
録
基
準
に
つ
い
て
概
要

を
現
行
店
顕
市
場
（
本
則
銘
柄
）

と
比
較
し
た
製
で
表
に
し
ま
す
と
、

誠
に
大
ざ
っ
ば
で
す
が
左
上
の
よ

う
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

表
の
内
容
に
つ
い
て
少
し
具
体

的
に
見
て
い
き
ま
す
と
、
ま
ず
対

象
企
業
の
売
上
高
に
対
す
る
研

究
開
発
費
に
要
す
る
費
用
か
一――

％
以
上
で
あ
る
こ
と
と
規
租
し
て

い
ま
す
が
研
究
開
発
費
と
は
も
と

も
と
会

iii上
の
定
義
か
あ
い
ま
い

て
、
こ
の
件
に
関
し
て
も
議
論
か

繰
り
返
さ
れ
た
鈷
采
、
日
本
証

券
業
協
会
は
、
刷
究
開
発
費
に

つ
い
て
一

応
の
判
断
基
準
を
示
し

公
開
審
杏
の
目
安
に
す
る
こ
と
に

し
ま
し
た
。
そ
の
内
容
は
ま
ず
企

業
の
研
究
開
発
を
①
新
し
い
技

術
や
ア
イ
テ
ア
を
も
と
に
試
作
口
叩

を
開
発
す
る
試
験
研
究
期
間
。

②
試
作
品
の
量
産
や
販
売
体
刷

を
翌
え
る
い
わ
ゆ
る
企
業
化
す
る

ま
て
の
期
問
。
③
実
際
に
製
品
を

売
り
出
し
た
企
菓
化
期
間
の

二

段
階
に
分
類
し
第
二
段
階
ま
て
に

支
出
さ
れ
た
試
験
研
究
費
、
設

備
睛
入
費
な
と
は
研
究
開
発
費

に
あ
た
る
と
し
ま
し
た
。
一
方
製

品
が
発
売
さ
れ
た
段
階
で
は
こ
れ

ら
費
用
は
研
究
開
発
貨
に
金
め
な

い
。
例
え
ば
発
売
ま
で
の
椒
械
購

人
費
は
研
究
開
発
費
に
な
る
が
、

ラ
イ
ン
が
動
き
出
し
た
後
の
追
加

投
資
は
舎
ま
れ
な
い
こ
と
に
な
り

ま
す
。次
の
注
目
点
は
発
行
済
株
式

数
は
問
わ
な
い
こ
と
と
利
益
基
準

は
設
け
な
い
、
す
な
わ
ち
赤
｛
了
企

業
の
公
開
も
認
め
た
点
で
す
。
こ

の
点
に
お
い
て
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業

に
と
っ
て
資
金
調
逹
の
道
が
大
幅

に
広
が
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
次

に
公
開
価
格
決
定
に
つ
い
て
は
従

来
の
入
札
間
度
の
適
川
除
外
て
、

プ
ッ
ク
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
方
式
を
採

用
す
る
了
定
で
す
。
現
行
の
入
札

詞
度
は
既
公
開
の
類
似
会
社
の

株
価
を
晏
沼
ー
に
晟
低
入
札
価
格

を
決
め
人
札
を
行
う
印
度
と
な
っ

て
い
ま
す
か
、
当
然
新
し
い
分
野

に
取
り
組
も
う
と
す
る
ベ
ン
チ
ャ
ー

介
業
に
は
な
じ
ま
な
い
制
度
で
、

引
受
詞
券
会
社
か
投
賓
家
に
需

要
を
闊
き
と
り
、
そ
の
結
果
を
も

と
に
価
格
を
決
め
る
と
い
う
プ
ソ

ク
ビ
ル
デ
ィ
ン
ク
方
式
の
採
用
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

そ
の
他
の
と
こ
ろ
で
は
投
資
家

保
設
の
観
点
か
ら
デ
ィ
ス
ク
ロ
ー

ジ
ャ
ー
の
徹
底
に
つ
い
て
で
あ
り
ま

す
。
只
体
的
に
は
①
直
近
二
事

菜
年
度
の
既
務
諸
表
の
作
成
を

義
務
づ
け
る
。
②
財
務
詰
表
に
つ

い
て
は
公
認
会
計
十
の
監
査
証

明
が
必
要
。
③
当
該
企
業
の
推

進
者
に
つ
い
て
当
該
企
業
の
該
と

な
る
事
業
に
閃
す
る
こ
れ
ま
で
の

活
動
状
ん
（
特
許
な
と
の
取
得
、

製
品
の
開
発
、
論
文
の
発
表
な

と
）
を
開
示
さ
せ
る
。
④
事
業
の

核
と
な
る
新
技
術
な
ど
の
内
容
、

事
業
の
将
来
見
通
し
な
ど
を
開
不

さ
せ
る
。
な
ど
の
リ
ス
ク
に
閃
す
る

情
報
の
充
実
を
医
る
。
⑤
登
録

後
四
半
期
こ
と
に
乎
業
の
進
捗

状
仇
な
ど
を
記
載
し
た
書
面
の
作

成
を
義
務
つ
け
、
公
表
す
る
。
以

上
デ
ィ
ス
ク
ロ
ー
ジ
ャ
ー
に
つ
い
て

は
か
な
り
細
か
く
現
程
し
て
い
ま

す
。
そ
し
て
も
う
一
点
、
株
式
の

流
通
性
（
市
場
性
）
に
つ
い
て
も

幹
事
訂
券
会
社
（
二
社
以
上
）

に
対
し
て
値
付
け
業
務
な
ど
い
わ

ゆ
る
マ
ー
ケ
ッ
ト
メ
イ
ク
の
義
務
づ

け
な
ど
の
配
慮
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。

以
上
か
第
二
店
頭
市
場
の
大
ま

か
な
概
要
で
あ
り
ま
す
。

(9月20日現在）
海外から本所に寄せられた引き合いレタ ーの内容の一部です。

オ リジナル レターは本所て閲腕できます。

【問い合わせ先】 国際部 ~303-5806

日 本 ヘ の 輸 出 日 本 か ら の 輸 入

商 Eコ 名 国 名 企 業 名 F A X 商 Eコ 名 国 名 企 業 名 F A X ロロ ロロ

ペイント・プラスチック製オモチャ 香 港 WING HANG IND. L'『D. 852-2609-4202 価品（ラジオ用／電話用／電力用） バソグラデツュ CAR SHIPPING CORP. 880-2-863127 

靴 99 Y刊KOTRADTNG LTD 852 2725 3770 白セ メント 99 J¥IlAS'[ER TltA「)代INTERNATI- 880 2-869813 ゜｀• ,\］•→‘

花商宕 台 湾 YUNG DA TIUET CO. 886-2-5635917 中古車 99 AANA CORP 880 2-833129 

カバソ／靴／帽子 I/ CIIAD PA NG-LU CO 886-4-7620269 スクラ；；プ船／中古機械 II PEEHLESS INTERNATIONAL 880-2 833951 

自動車関係用キイ 99 YU CHIN CO 886 7→616159] 繊維製品 I/ Sl!ATJL GARMENTS (PVT) 880 2-839781 LTD. 

コネクター／キャビネット ・キャッチ 99 TRAD MAX J)!DUSTRIAL CORP. 886-2-70287i!O 鉄板／ステンレス鋏板／スズメ 、ノキ板 FF M. R INTER'.'JATIONAL 880-2-863290 

化粧品 /I vVEI MEI CHEMICAL MFC CO. 886-2-6602359 スズメソキ板／1誤機怯絵の具／化 II ISLAMS TRADERS 880-2-88G311 9ナ竺• 9ー1咲 LJ「口l 

ブライダル用ドレス 9/ EXXON lN'l'ERt--;ATIONi¥L 886-2-5818155 新閾用紙I}オフセット印拙l用紙 II I OLIVER ll¥TER¥TATIONi¥L 880-2 863715 

皮革製品 パソグラデシュ S甘八HJA];、ALLJ：：：i¥THER COM- 880-2-8lil429 透明フィルム／印刷J1］インク ／電 パキスタン EVi¥ 1.¥1'『EHNATIONi¥L 92-432 554593 PT,F,X 気バJレプ I 

エビ／冷凍海産物 II EXCELLENT SEAFOODS 880-2-841914 中古機械（薬剤・化学薬品製造用） II T A B I 一刈D A N O O R (P V T) L'『l ) 021-7775297 

大豆油／ヒマワリ油／繊維製品 II RABBI COHPしTD 880-2-863663 （二．級品）鉄桔て板／コイ ）レ／パイプ／ス II lNTERNATIONAL LJNJ<Tl¥iG 92 21-2421913 テンレス

コマ／外科用器具／歯科用器具 パキスタン GULROOMA EN'l℃IiPRISES 92-~32 89730 目動車部品／モーターサイクル部品 99 ]¥!1. H. RANJT—IA & CO. 92-21-262827!) 

外科用器具／ナイフ／ハサミ II しEYKAMTRADING CO. 92 432-89707 人造宝石／キフト品 豪 州 JUNE MARTIN,JP,WELLERY 02-264-8500 

スポーツ用品／皮「袋／皮製品 II W AYWELL SPORTS 92 432-558336 白セメント／糸！紘維製品／魚カン詰 ス リラソカ YI. I. SALEE:¥.1 AG ENCY 94-H38706 

学生用小型机イス／小児用ロ・ノキ
夕 イ C P INTER'『R/¥.DECO. 662-63 ] -0937 パール／中古車／中古機械／化粧品 ネ パール BANDf-¥0!_1¥ ENTERPRISES 977-1 226667 ングイス

使い捨て医用品 マレーシア KAANJ-¥Z CO SDN. 13HD. 60-3-2422403 ペイント／ペイントスプレ ー／中 II LALl'l']¥IlETATa WELDlNQ 977-1-226667 占ゾゞ イク WORKS 

タネ 豪 州 QCCT 07 832 3195 中古車部品／中占エンジ ン／中占 連アラプ甘長邦国 JA戸ARS(JNS C(）. 341848 タイヤ

手織シルク洋服 イ ン ド BC)YD刊XPORTS 91-33-2208105 中古家電製吊／中古車／中古機械 レバノン A. D. D. KI―IALlし＆ CO. Hl 2-4783551 

スパイス／ハー プ／食品 卜 Jレ コ DLUMEKSLTD 90-232-4457552 トラック部品 イエメン ARDUT、TANABA. l¥II. ALNI¥．B- 9671249199 J-1!-¥NT 

スコソチスピリッツ／ウイスキー／ジソ ド イ ツ IMPEX MARKETINC SERVICE 49-721-562769 医薬品 オランダ 11/I. M. C. INTER0JAT10'.'JA[」 31-76-719300 

有機肥料／動物タン白質（飼料用） アルゼンチン 0. SONNE & SONS LTD. 301-9345 中古タイヤ／化学薬品 ベルギー EGETRA N. V. 32-56-730099 

｀`
 

ーシーエス は、

あらゆるニーズに総合力でお応えします。

さくら銀行をはじめ、多種多様な情報処理分野で蓄積したノウハウを持つ情報処理

サーピス。広汎な知識分野に、多数の優秀なシステムエンジニアが挑むソフトウェア

開発。富士通のティーラーであり、ユーザーであるからできる適切なシステム導入支

援とコンピ ュータの販売。

さくらケーシーエスはこの3つの力を総合力に高め、
ルーションでお応えする総合情報サービス企業ですc

お客様のニーズにトータルソ

゜
゜

株式会社さくらケーシーエス
本社／〒650神戸市中央区

「EL(078) 391-6571(!廿
束京本社I〒103東京都中央区日本梧室町4-5-1

TEL (03) 5200-1771 
事業所／大阪、奈良、明石、姫路、岡山、鳥取

播 磨 町 21 番 1 

さくら室町ピル



(5) KOBE会議所ニュース （平成2年 6月22日第3種郵便物葱可） 平成 7年10月10日

掲載情報についてのお問い合わせは、直接下記の事

業所にお願いします。

戦略目標達成型の企業体質を作る
実践的手法に関心はございませんか

戦略□標の逹成のためには戦略的行動が必要です。戦略的行動と
は①ターゲノトを明確にし②課題を明確にし③目的と手段を体系化

して具体的活動レベルで把握し、行動することです。目標が逹成さ

れない場合のほとんどは戦略的行動か取れていないことが原因となっ

ています。 人 一人の持ち時間は有限ですか、これが意識されてい

ないことも多いようですc 当社は社員一人一人が定められた時間の

中で目標を迪成するための戦略的行動か取れる企業体質作りを、 ビ

ジネスの実践の場で進めていく手法を提供するものです。変化の激

しい経営環埃下で敗略目標を つ一つクリアーしていくことの市要

性を感じておられる企業様にご店用をおすすめします。

【会社概要】 （有）考研経営企画／企業経営に関する診断 ・指辟／300
万円／乖水区桃山台 5-7-7／む 75 2 -9 0 9 7 

ヽ
経済情報センター匹303・5812

手作 り ビ ル 用 品

ザ・セラー・ジャパンでは本格派臼ビールが

家庭で簡単に作れるホーム ・ビア ・キットを輪

入、直販いたしております。 1且界各国のモルト

缶、ホソプなどの種類も豊宮で、手作りビール

川品なら何でもそろっております。

米国で23年の歴史を持つザ ・セラーと提携しているので、 ビー）レ

作りに関するあらゆるご相談、ご質問にもスピーディ ーに対応いたし

ます。ンア トル ・スタイル ・ペイ）レ ・ビアやクリスマス ・ビターなど

独自のビー）レレシピも数多く 、世界でたた一つのおいしい自ビー）レ作

りを確実にサポートいたします。

販完店も募集中。詳細はお廿翡い合わせドさい。

【会社概要】 (11)斎藤電機商会（ザ・セラー・ ジャパソ）／卸光業／200

万円／兵庫Iヌ七宮町2-lー］9／岱 65」-l 4 3 7 

．—- 掲載無料
会員の皆様の新製品や自慢0)
疇 、各種サーピス情報をお寄

（ せ卜さい。所定の用紙を送付致

＼ 
します。なお、紙面の関係上、掲
載の採否に関しましては、編集
部にこ一任下さい。

【会社概要】社名／業種／資本金／所在地／電話番号

洗剤、石けんはもう不要
手荒れ、アトピー肌がつるつるに変わる米ぬかタオル

99ぇ
こ討；

• →̀t、I
：炉、忍
人令べ＇

自然のめぐみである米ぬかを

長良和布に特殊製法により加

工し、お肌の弱し＼方、アトピー

性皮膚炎などでお悩みの方にぜ

ひおすすめしたい商品です。ま

た水質汚染に関しても考えられ

た商品てあるため、環境保全

商品として高い評価を得ていま

す。

951,「5月より新発売し、現在取次店を募集中です。

【会社概要】 侑）フレソド ・ジャパン／ヘルスケア事業／1,000カ円
／東随区本山北町3-12-3／岱 58 3 -8 8 l 8 

震災に関連した体験手記を募集 ハトのフン害に困っておられる方に
カラスの模型「ハトおどし」

「阪神大雲災を記録し続ける会」では罠災に関連した休験手記を

募集しております。個人、法人にかかわらず、 どのような直接 ・問

接被告があったか。地震後の心境や炭培の変化、復興の記録も対象

とします。

応募作は有識者による委員会か選考し、骰優秀作20万円、優秀
竹各 5万円 (5編）なと賞金を差し上けます。

原稿は400字話原稿用紙 5枚程度。ワープロ可。氏名、性別、年

齢、職業、連絡先を明記し下記宛。

〒651糾l戸尚＿し貿易ビル内郵使局私書箱122号 日本出版企画

（株）「震災体験記」係 ．10月末R締め切り。手記の一部は平成 8年
1月『被災した私たちの記録 ・復興」（仮題）として出版します。

【会社概要】 日本出版企画（掬／翻訳 ・編集 ・出版／l,000万円／
中央区浜辺遥5-l -14／む 261-0544

S・M・F工法、高耐久木造住宅の展示場が
東灘区（魚崎）にオープン

確かな人材をご紹介
企業発展の強カサポーター「キャプラン」

=L巨亘三ヒ」・--剛血 皿 田 r 短工期を実現、地I
巖．，l-→I、ヽ 〈震に強い新工法 ）
ドー ，: .• j 〔特徴〕 〇短上j尉

善エから完成まで50
日〇部材の標淋化と

短工期化により低価

格化を実現0地震に
知 3号捻

邸 m紐□＿口 強い構造休〇建て上げ後の増改築か容易
LO____c==i 0間取りも自由目在

国道が稔

ふ`巴こ；；；；；；4
: • • I 

．． 
旱工ご四3□,-」 ，．1 ,•←9且．？，

＂ 
外巳
―
嵐
’
 

，
 

区
79

剛
翌胃市中戸碕

一神
魚

【会社概要】ユアサ商事（株）／商社／119億円／中央区中町通 2-

1 -l8日本生命神戸駅前ビル／fl362-7700・フリーダイ
ーヤ）レ0 1 2 0 -1 8 3 6 0 5 

主婦のアイテアをヒントに商

品化。ベランダなどハトのふん

に悩まされている場所につるし

て使用する。ゆらゆら揺れる模

型（全長約50cm)をハトが本
物のカラスと 1恥j迎え、怖がって

近寄らなくなるという。農場ーや
ぱ 9-いぶふ竺竺2µ-•_ ．9ーご― ,_ 一

生ゴミ収集所には逆さにつり下

げておくと、カラスヘの忌避効果が期待できる。ひもや金具が付いて、

2セソト2,600円。

【会社概要】日野屋貿易仰／主にプラスチ、ノク製品の製造、販売

/3,400万I―I]／中央区北長狭通5-5 -15／岱 34 l-4 6 8 3 

〇キャプラソは砦様のニーズにビソタリの有能な人材 （経営、営業、

貿易、技術、開発、財経、総務人事など）をご紹介して14年余り

の実績を璽ねてきました。

0人材の質の確かさ、手作り方式のきめ細かなフォロ ーでご要望に
適確にお応えし、皆様から深い信頼をいただいています。（リビート

率は約40%)

0大阪 ・東京 ・名占屋 ・福岡の4店から全国各地の人材ニー ズを
カバー、海外要員も得意分野です。

〇お気I整にご相談卜さい。いつでもお伺いします。ご―•報をお待ち
しています。

【会社概要】 （樹キャリアプランニングセンター／総合人材コ‘ノサル

ティング／2,000万円／大阪市中央区久太郎町 4-2 -15伊藤忠
別館 4陥／匹 06-241-3090

安全、快適、ハイクオリティーな
オール電化ユニット店舗をリースします

震災以降の防災意識の高まりやニーズの多様化に伴い、安仝、快

適、ハイクオリティ ーをテーマに開発。仮設のイメ ージを一1需した内
外装と充実した標準装備には、店舗の晶本機能はもとより、安全 ・

決適な空間を追求し電気温水器を標準装備し、 また飲食店をご希

望のお客様には電気調理器をオプジョン設定。 コンセント 、晶本照

明などの電気設備、 トイレ、手洗いなどの配管設備も組み込まれた

状態でお届けするため、建方わずか lI::Iで即開業できるリースユニソ

ト店舗システムです。また敷地やその他の条件によりレイアウトは自

由自在、 2階にユニット住宅を増設すれば安全で快適な店舗付住宅
が実現します。お気軽にご相談下さい。

【会社概要】 （枕ムラヤマ／ディ スプレイ／ 3億8,700万円／大阪市
福島区大開 2-3 -4／む 06-462-0399

本格派の逸品紅茶を直輸入 バルクティー卸売り
～六：

'・. 
＼‘長．<

｀ 

＜おすすめ品＞

紅茶にはクオリティーシーズンと呼

ばれる旬の季節があります。 1年のう
ちで最も香りと味の整った格別な紅

茶が作られます。その逸品を中心に

直輸人 ・卸売りを行っています。紅

茶製品の輸入および商品化などご相

溢談を承ります。

'95ワールドレマードプライス
'95クオリティー、ンーズン
'95セカン ドフラッシュ

ディソブラ紅茶

ウバ紅茶

ダージリン紅荼

【会社概要】 （株）コ プ・インターナショナル／紅茶輸入／500万円／
中央区浜辺通 3-l -33-802／fl271-9948 

輸出入貿易業務コンサルティングおよび実務代行業務 内外産墓石、建材製品、原材料のご用命は弊社まで 各種商談・宴会などにご利用下さい

艮年にわたる輸出入業務の経験により、当業務に関するコンサル

ティソグおよび実務代行業務を行っています。

わが国では現在特に輸入促進をはかっていますが、今から輸人を

始めようとされる業者および輸入実務を必要とされる業者の方の業

務相談およひ代行業務の要望に応じます。

（会社概要】 （有）フジコーポレーション／貿易、貿易業務コンサ）げこィ

ング、輸出入実務代行業務／500万円／灘区大石東町 1-1-1-
609／む 811-8415

し

,- ＇よ／す：戸；裟，•
『・マ四認羞；

→ ・・ 

弊社は主に外国産の石材

を輸人し、国内外の大手メー

カーヘ納人しています。その

関係上各メーカー と提携し

墓石 ・建材など石に関する

全ての物を取り扱っており、

工ソ ドユーザーヘの小売りか

ら大手小売店卸まて一貫し
り， ・N,ふ～応か匹翌翠‘でや心苓-炉ー た流通 ンヽステムで、 良い品を

より安くより早くをモット ーにしております。

【会社概要】 侑）臭陽貿易／石材輸人販売／300万円／中央区中町
通 3-1 -8 L. S. P. K O B E 506／四 362-5056

烏兄では、炭火焼き ・たれ自慢の焼鳥をはじめ、高級鳥料理（会

席 ・鍋物はか）、各稲魚料理（活魚 ・板前寿司 ・会席ほか）と豊富

に取りそろえております。須磨ボウルと提携 して、ボウリングパソク

も人気があります。 Aコース3,200円（鳥幕内弁当）、Bコース5,300
「り（鳥会席コ ース） （ともにボウリング3ゲーム・貸し靴付き）。 焼

烏会席 (11品付き） 3,300円から。
若鳥、地鳥水蕉、鴨、きじ鍋、和会席、魚ちり、寄せ鍋、活魚

舟盛、円卓料理ほかお食事、一品ものといろいろございます。 3階
には和 ・洋100~120名収容の舞台付き大広間もございます。

【会社概要】 （扮鳥光／飲食業／l,800万円／須磨区行幸1l!]1 -l-
39／岱・73 1 -5 8 5 5 

L、ヽ）
ノ，、

心です。

ゞ

工会議所の共済

※詳しくは、本紙付録①案内チラシをこ覧下さい。

． 

9―
●
 

神戸廂工会議所共済チーム
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討の意味を込めて、

げ戸ファッション協会）

ヽ
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『"‘ （初関西経済連合会、
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各方面からの温かい支援により、

「神戸サンクスフェア」

近畿商工会議所連合会

を開

（株）ラジオ関西、兵庫エフエムラジオ放送（株）、 西日本旅客鉄道（株）

：鉄閥、北神急行電鉄（株）、神戸高速鉄道（株）、六甲摩耶鉄道（採

｀ 

日

会

主

国際港都・神戸復興展

KOBE 大バサーIし

時： 11月3日（祝・金）～5日（日）
最終日(5日）は午後5時まてとなります。

湯神戸国際展示場1号館（ポートアイランド内・ポートライナー「眠広場」駅下車すぐ）
料

※
 ．
 入場料；無

但し、

催：国際港都・神戸復興展実行委員会

特別協賛：阪神・淡路大震災復興支援運輸連絡協議会
「咄如、モーターホート特別競走の収益金から拠出された阪神・淡路ブ⑳［災復興支援資金の助hしを受けて実施されるものてす。※
 

買う”‘食べる”“見る”“遊ぷ＇を満喫できる魅力いっばい

の商品か6つのゾーンに勢ぞろい。(143企業・団体）

【主な出展内容】

「衣」ゾーン ・アパレル、 真珠、 宝飾、ケミカルシューズ、バッグ、相—了など
「食」ゾーン 洋菓子、和菜子、沖酒、惣菜、ハム、レトルト、コーヒー、ワ

インなど

「住」ゾーン ・システムバス・キッチン、ガス器具、屯気器貝、家庭用品など

「遊」ゾーン ~スポーツ用品、 自動車、オートバイ、ジュットスキー、 カーオー
ディオ、カーナビゲーター、 マルチメティア機器なと

「テクノ」ゾーン ロボット・コンピューターをはじめとする各種先端技術・機械

など

「国際・インポート」ゾーン 14カ国・地域(23企業）及ひ地元企業］5社より輸
入衣料・食品・インテリア・雑貨、民芸品など

__,―← § • - 9 ．，ヽ
-- fu' ヽ

会場エントランス（イメージ図）

ーハイカラ博協賛事業一

午前10～午後6時

戸一，

仁喜I祠韻＼ 
4 r•” 応it冦·

月．1]］三

〗三臼71̀g,~ i~ 

--~::--::-- -.--
ャ —- - - • 一 ーー ・~、ご-←-.—ー 一←一

．．
 
．．
 

会場正面（イメーシ図）

会期中は楽しいイペントもいっぱい！！

・ハイカラ博大抽選会

出展企業や地元企業などの協賛を得て、末楊者にさまさまな賞品

か当たる大抽選会を実施。

・「オリックス・ブルーウェーブ」の選手によるサイン会

・ 神戸で初めての洋菓子統•ブランド「神戸夢探訪」 の新商品発表
会 (11月3日予定、 主催 神戸プランド洋茉子テザイン募集委員
会）

・県貞珠の産地てあるタヒチから特別招待した 「タヒチダンス」

・会場のにぎわいを演出する「DEXTE，パレード」 など

国際港都・神戸復興展の一環として、全市的に神）一！の商業が元気に復興しつつあ

ることをアピールし、各）j出から寄せられたさまざまな支援等に対する感謝の気持

ちを表すことを目的に市内商業団体等と共同して 「神戸サンクス・セール」を展開

します。

実施団体／国際港都・神戸復興展実行委員会、 神戸市商店街連合会、神戸市小売市場連合会、兵廊県百貨店漏会、神戸都市

商業活性化PR協議会、神戸市、 神戸商工会議所

間／11月1Fl/;;1<)~30日（木）
※ 市場 ・商店街によって期間は異なります。

容／ 「神戸サンクスフェア」のロゴマーク、キャッチコピーを使用したハナーやのぽりを設閤し、各組織独自のセールを展開3内

期

4：姪サンクスセール

■「ハイカラ博」に関するお問い合わせ先
国際港都・神戸復興展実行委員会事務局（神戸商工会議所産業部内） 岱 303-5805

〔／るご；’:神戸サンクスフェア協賛事業

酒薪能一神戸復興の槌音に響く灘の酒讃歌の曲一

新作狂言や能が演じられるとともに、灘の酒の展示・飲食販売、丹彼の黒豆や明石蛸究の販売が釘われますc

日 時／11月3R（祝 ・金） 午後6時より
会場／湊川神社境内 ※ 雨天の場合は、湊川神社・神能殿

主催／消五郷酒造組合 問合先／灘五郷酒造組合 岱841-1101

神戸の農漁業紹介や、ふるさと神戸いち、

チャリティもちつき大会、アトラクションなとを

実施します。

日 時／11月2H （木）午後 3 時～ 5 時、 3 日（~午前10時～午後4 時
会 場／湊川公園（神戸市兵！屈区） 主催／神戸diみのりの祭典運営協議会
閑合先／神戸市農政局計画課 む322-5B5(）

＇ヽりの祭典

国際港都・神戸復輿展実行委員会構成団体
7-（委員長・太田俊I.!1i.什|l)；商工会議所副会碩）

神戸商」．^会議jji、神）＇観光・ホテル旅館協会、llJ湘l)ゴ
市機械金1屈1．業会、神戸巾小売巾場連合会、神）；，h 
rl・り店街連合会、(it）神戸行年会議1祈、神）＇柑1巾両菜活
性化I'll協議会、It船神戸ファッションアソ／エーション、呻
＇神戸ファル：；ン協会、 神） i 7ァッションタウン協議会、灘五
郷酒辿組合、 U本ケミカル・ノょーズ工業組合、パールシティ
神戸 協議会、兵）ili県 1'i貨），h 協会、兵即県袢菓 f• 協 会、

神戸海辿監即部、兵1訊県、 神戸th、！如関西経済辿合
会、近畿1rが「会議所辿合会 （※！胆イ‘|r」)



(7) KOBE会議所ニュース （平成2年 6月22日第 3種郵便物認可） 平成 7年10月10日

期 ：11 月 3 日（祝• 金） ～ 4 日（土）
会 場：神戸朝日ホール 1階ピロティ

入場料：無料

会

［日程］
(3日）

(4日）

9 ションサーカス

※時間は予定

12:00 メリーゴーラウンド・パフォーマンス
17:00 神戸キッズコレクション
13:00 南洋真珠〔タヒチダンス〕
12:00 メリーゴーラウンド・パフォーマンス
15:00 ファッション・ショー
・レディスコレクション

・ウインタースボーツコレクション

・ケミカルシューズコレクション

6人の神戸オートクチュールコレクション18:00 

4:：戸デザイナーコンポーズド

ー新進デザイナーの合同展示会とファッションショー一

展示会： 11月14日(J()~16日（木） 午前10時～午後6時
ショー． 11月14日図～15日（水） 午後 1 時• 3 時• 5時
会 場・神戸ファッションマート （六甲アイランド内）

入場料・ 無 料（ただし、バイヤーのみ）

協 力：ジャパンマーケットセンター（株

ヽ

日
定

叫：：にファッションコンテスト

ーファッションデザイナーの人材発掘と育成一

最終審査:11月16日(*) 午後1時より
テーマ 夏の避暑地で着る服

会 場・神戸ファッションマート（六甲アイランド内）

審査員 委員長・水野正夫（デザイナー）をはじめ委員9名
大 賞． ①1年間パリ留学または1カ月の特別研修

②神戸デザイナーコンボーズドヘの出展権利(3年以内）

入場料無料

叫封羊菓子パラダイス

4:：口9D酒と食の愉しき出会い

日
定
協

ー街かどの特設ステージで展開するヨーロッパ感覚そして手づくり

感覚の楽しいお祭りとして、 •最新の神戸モードとおしゃれなサーカ
ス・パフォーマンスがリミックスするファンタジーコレクションを展開一

叩吟特選グルメを楽しめるお店

一神戸のホテル、レストランの特選グルメを楽し

めるお店を多数紹介。 10月3日発売の「びあ関
西版」に掲載一

会期／10月7日山～11月12日（日）
参加店／神戸ポートピアホテル、ホテルゴーフル

リッツ、ホテルオークラ神戸、神戸ベイ

ンェラトンホテル＆タワーズ、西村屋熊

内茶寮 計18店舗

一神戸を代表する洋菓子メーカー15社のいろいろな一 日サ
イズの洋菓子1万個の「洋菓子デギスタシオンパーティ」ー

時／10月31日伏） 午後2時～4時 会 場／神戸ポートピアホテル 「大輪田の間」

員／700名 入場料／7,000円 ※10月7且叫り「ハローステーションKOEり」、関酋地図「チケットびあ」にてチケット阪克

一灘五郷の清酒と兵庫県下の食材を中心とした料理の相

性について、お酒のソムリエ等によるトークショーを交えた食

談会一

時／11月2日（木） 午後6時30分～8時30分 会場／ホテルオークラ神戸 「平安の間」
員／200名 入場料／7,000円 ※10月11|］闊k)必着てハガキによる山し込み。印し込み多数の場合は抽選。
賛／灘五郷酒辿組合

t羞

鼻砂 、

峰幽→誓影s ウ
冒笠'”

Iふぐジ／ パ／ツ ＇S戸新閲会館
褒/

”•・と
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●そごう

住友餞行 • 

・ー ・ンタープフザ東館， ＇

ぷ 心
•ノ
ダふ ’● 

・ 多，， 宮士銀行． 
タープラザ西館

東京鉗行
三和銀行

ヤ
． 

予 ● ，

¢し 第一勧銀 ＇ 

I ， 版神銀行●
三宮●
神社． 
三要銀行． 
さくら銀行

丸
●
大

'93年度のグランプリに輝いた大久保
由美さんのパリ国際新人コンクール
2位受賞作品

, ' 

神戸市役所． 
： 

そ必
~• 
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神戸の街は阪神大震災により、甚大な被害を

予想を上回る早さで復興しつつあります。

そこで、神戸に寄せられた様々な支援への感i
催致します。

■主催／神戸サンクスフェア協議会 （主管：神戸商工会議所、偲杵
■共催／兵庫県、神戸市
■後援／運輸省、通商産業省、神戸海運監理部、近畿通商産業J,

俄ガ日本ファッション協会

■協賛／NHK神戸放送局、(00神戸新聞社、（株）サンテレビジョン、
阪急電鉄（i菊、阪神電気鉄道（株）、山陽電気鉄道（株）、 神戸’9
神戸市交通局、神戸新交通（株）
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平成 7年10月10日 KOBE会議芹ニニース （平成 2年 6月22日第 3稲郵便物認可） (8) 

口
本
で
は
、
例
を
見
な
い
ス

ピ
ー
ト
で
高
齢
化
が
進
ん
て
い

ま
す
。
六
十
五
才
以
上
の
人
を

法
往
の
上
て
は
老
人
と
見
な
す

の
で
す
が
、
全
体
の
人
口
に
対

す
る
そ
の
副
合
が
、
ま
も
な
く

六
分
の

一
を
詔
え
る
は
ず
で
す
。

日
本
人
の
平
均
寿
命
か
廷
ひ
た

の
は
う
れ
し
い
こ
と
で
す
が
、

老
人
が
塩
え
る
こ
と
は
い
く
つ

か
の
社
会
閏
屈
を
牛
じ
さ
せ
ま

す
。
誰
し
も
年
を
取
り
た
く
な

い
と
思
っ
て
い
て
も
、

こ
れ
だ

け
は
す
べ

て
の
人
に
平
等
に
や
っ

て
く
る
の
で
す
。

し
か
し
、
寝
た

き
り
と
人
や
痴

呆
に
だ
け
は
何

と
し
て
も
な
り

た
く
な
い
、
と

お
考
え
の
力
は

多
い
と
思
い
ま

す。

i
 ＼ 

こ
の
二
つ
は
い
ず
れ
も
脳
の

障
害
か
ら
起
こ
っ
て
き
ま
す
。

脳
の
状
態
を
詳
し
く
知
る
こ
と

が
で
き
れ
ば
、
あ
る
程
度
予
防

で
き
る
の
で
は
な
い
か
、
そ
ん

な
発
想
か
ら
脳
ト
ノ
ク
が
生
ま

れ
て
き
ま
し
た
。

一
般
の
健
康

診
断
の
他
に
、
脳
に
閲
す
る

い

ろ
い
ろ
な
検
杏
を
組
み
合
わ
せ

て
、
脳
の
働
き
や
動
脈
破
化
の

程
度
を
許
し
く
調
べ
る
の
が
目

的
で
す
。
そ
の
た
め
脳
ド

ソ
ク

と
呼
ば
れ
る
閤
別
の
検
診
が
、

日
本
で
は
各
地
て
盛
ん
に
わ
ゎ

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

超
音
波
、
脳
波
、

X
線

C
T

や
M
R
I
I
C
T
な
ど
の
検
査

4 

ッ
‘、

法
の
発
追
に
よ
っ

て
、
体
に
何
の

危
害
を
加
え
る

事
な
く
、
脳

の

欠
陥
や
微
細
桔

造
の
状
態
を
知

る
こ
と
が
可
能

に
な
っ
て
き
ま

し
た
。
特
に

M

R
I
I
C
T
の

進
歩
は
、
脳
内

の
小
さ
な

―
―ー

-
l

―げ
の
病
変
ま

で
見
つ
け
る
こ
と
を
可
能
に
し
、

ま
た
、

M
R
I
|
C
T
の
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
ソ
フ
ト
プ
ロ
グ

ラ

ム
の
開
発
が
進
ん
て
、
脳
の
血

管
を
立
体
的
に
猫
画
す
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

T
0
％
近
い
死
亡
率
が
あ
る
＜

も
膜
下
出
血
と
い
う
恐
ろ
し
い

病
気
が
あ
り
ま
す
か
、
そ
の
人

部
分
の
原
因
は
脳
に
で
き
た
勁

脈
の
膨
ら
み
、

つ
ま
り
勁
脈
佃

が
破
裂
し
て
起
こ
り
ま
す
。
こ

れ
に
つ
い
て
、
M
R
I
|
C
T

の
血
管
立
体
像
の
方
法
て
、
小

z

之

各

ヅ

る
で
し
ょ
う
。
動
脈
硬
化
製
は

脳
内
に
多
数
の
小
さ
い
梗
塞
か

で
き
る
結
果
と
し
て
、
脳
の
機

能
が
低
下
し
て
痴
呆
か
起
こ
る

の
で
す
。

初
期
の
間
は
無
紐
状

で
経
過
す
る
も
の
で
す
か
ら
、

一
見
健
常
に
見
え
る
場
合
が
多

い
の
で
す
が
、
そ
ん
な
人
に
多

発
性
の
脳
梗
塞
が
生
じ
て
い
る

の
を
、
脳
ド
ノ
ク
で
発
見
す
る

こ
と
は
再
――
―
あ
り
ま
す
。
そ
の

時
に
は
額
し
い
梗
塞
が
起
こ
る

の
を
防
十
す
る
薬
を
使
う
な
り
、

食
事
に
江
磁
す
れ
ば
、
発
庇
を

予
防
す
る
事
も
叫
飩
て
す
。

脳
ド
ッ
ク
で
異
常
か
見
つ
か

っ

た
と
き
の
良
い
方
法
と
し
て、

束
庁
医
学
か
ら
も
う
れ
し
い
メ

ソ

セ
ー
シ
が
あ
り
ま
す
。
茅
十
二

回
の
和
漢
医
薬
学
会
が
八
月
に

束
京
て
開
か
れ
ま
し
た
が
、
脳

の
応
気
に
対
す
る
没
方
薬
の
薬

効
が
韓
告
さ
れ
ま
し
た
。
多
発

性
の
小
さ
い
脳
梗
寒
は
、
多
く

の
訓
い
脳
動
脈
が
閉
塞
し
て
起

こ
る
も
の
で
あ
り
、
東
洋
医
学

的
に
は
鷹
の
流
れ
が
滞
る
釈

冒

三

[

/

冒
[
〗
/
[
[
〗
〗

冒

エ
。

／

□
｀

血
液
が
凝
固
す

さ
い
脳
動
脈
瑯
ま
で
発
見
て
き
る
の
を
妨
け
な
か
ら
、
即
流
を

る
よ
う
に
な
り
、
破
裂
の
危
険
良
く
し
て
効
果
を
発
揮
す
る
と

性
の
あ
る
場
合
は
手
術
で
切
除
さ
れ
て
い
ま
す
。
妍
鮮
人
参
や

か
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

五

味
子
（
ご
み
し
）
な
ど
の
止

痴
呆
に
は
、
脳
細
胞
の
変
蝕
薬
や
、
桂
枝
伏
袂
苓
丸
（
け
い

か
ら
起
こ
る
ア
ル
ッ
ハ
イ
マ
ー
し
ぶ
く
り
ょ
う
が
ん
）
な
ど
各

坐
と
、
脳
微
小
動
脈
の
動
脈
硬

~

神
の
駆
療
血
の
漢
方
処
方
が有

化
に
よ
る
脳
血
管
叩
と
が
あ
り
効
で
あ
る
、
と
学
会
報
告
さ
れ

ま
す
。
と
ち
ら
か
と
言
え

ば

日

ま

し
た
。

本
人
は
後
者
の
方
か

多

い

の

で

ア

ル

ツ

ハ

イ

マ

ー
型
に
対
し

す
か
、
両
者
と
も
脳
ト

ノ
ク
検

て

も

、
朝
鮮
人
参
を
は
じ
め
い

査
て
見
つ
け
る
こ
と
か
可
能
で
ろ
い
ろ
の
漢
方
薬
か
効
果
を
現

す。

ア
ル
ッ
ハ
イ
マ
ー
製
に
対
す
と
い
う
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

し
て
は
、
よ
い
治
殷
法
が
現
在
か
つ
て
サ
衷
連
解
毒
湯
（
お
う
れ

は
確
立
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
原
ん
け
と
く
と
う
）
か
、
如
呆
に

囚
か
少
し
ず
つ
分
か
っ
て
き
て
有
効
だ
と
い
う
の
で
話
題
を
賑

い
る
の
て
近
い
将
来
解
決
て
き
わ
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

． 

第

一
同

（
六
月
号
）

で
フ
ァ
イ
リ

ン
グ
ン
ス
テ

ム
と
は
、
后

用
頻
度
に
応

じ
た
書
類
の

管
血
方
法
で

あ
り
、
活
用

す
る
た
め
に

ど
の
よ
う
に

整
陣

・
整
頓

す
れ
ば
よ
い

~ 

謬

利

用

度

（時の経過と吾類の利用度）

50 
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今
回
と
く
に
興
味
か
あ

っ
た
の

は
、
更
年
期
障
害
の
時
な
ど
に

よ
く
使
用
さ
れ
、
女
性
の
妙
薬

と
し
て
有
名
な
当
帰
芍
薬
散

（
と
う
ぎ
し
ゃ
く
や
く
さ
ん
）

か
、
女
汎
の
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー

製
痴
呆
に
有
効
と

い
う
研
究
で

す
。
日
本
だ
け
で
は
な
く
て
、

ア
メ
リ
カ
の
権
威
あ
る
研
究
所

か
ら
も
、
人
工
的
に
痴
呆
に
し

た
雌
の
ネ
ズ
ミ
に
当
帰
芍
薬
散

を
与
え
る
と
脳
機
能
が
改
善
さ

れ
る
、
と
い
う
動
物
実
験
の
研

究
成
績
発
表
が
あ
幻
ま
し
た
。

「
フ
ァ
イ
リ
ン
グ
の
某
禾
は
ッ
」

と
の
質
問
に
は
、
次
の

一二
つ
を

答
え
て
い
る
。

•

原
本
酋
迎：
課
や
チ
ー

ム
で

一
通
あ
れ
は
享
足
り
る
書
類

は
、

一
通
を
原
本
と
し
て
蒼

迎
す
る
こ
と
。

・
共
用
管
岬
・
・原
本
を
全
員

で

共
用
す
る
仕
組
み
を
つ
く
る

こ
と
。

・
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
芭
叫

・：
書

類
の
ラ
イ

フ
サ
イ
ク

ル
に
そ
っ

て
適
確
な

箸
匹
を
臼

う
こ
と
。

当
帰
芍
薬
散
は
、
本
来
血
液

の
流
れ
を
良
く
す
る
と
同
時
に
、

女
性
ホ
ル
モ
ン
の
不
足
に
よ

っ

て
起
こ
る
よ
う
な
症
状
に
は
素

晴
ら
し
い
威
力
を
発
揮
し
ま
す
。

こ
の
処
方
が
痴
呆
に
も
有
効
だ

と
は
驚
き
で
す
か
、
痴
呆
は
女

性
ホ
ル
モ
ン

の
不
足
に
関
係
が

深
い
と
い
う
学
説
も
あ
り
、
そ

れ
を
裏
付
け
る
事
実
と
な
る
か

も
知
れ
ま
せ
ん
。
単
に
ホ
ル
モ

ン
を
介
す
る
だ
け
で
は
な
く
て
、

脳
細
胞

へ
の
直
接
作
用
も
考
え

ら
れ
ま
す
の
で
、
男
性
の
ア

ル

か
と

い
う
テ
ク
ニ
ッ
ク
だ
と
逃

べ
た
。店
用
頻
度
に
応
じ
た
書
類
の

管
理
方
法
と
は
、
書
類
の
ラ
イ

フ
サ
イ
ク
ル
管
匹
に
他
な
ら
な

、。
l
>
 書
類
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
管

理
と
は
、
雷
類
の
活
用
頻
度
に

応
じ
て
、
い
か
に
、
発
生
か
ら

廃
棄
に
い
た
る

一
連
の
流
れ
に

の
せ
る
か
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

。 ライフサイクルで
書類を管理する

ッ
ハ
イ
マ
ー
製
痴
呆
に
も
試
み

る
べ
き
だ
と
い
う
意
見
も
あ
り

ま
す
。
そ
う
な
れ
ば
、
漢
力
薬

の
活
躍
の
場
か
ま
た
増
え
る
こ

と
に
な
り
、
当
帰
芍
薬
散
は
ま

す
ま
す
妙
薬
の
名
を
高
く
す
る

こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。

兵
庫
県
立
尼
崎
病
院
名
誉

院
長
・
尼
崎
市
民
健
康
開

発
セ
ン
タ
ー
ハ
ー
テ
ィ

21

所

長

藤

岡

晟

宏

※
こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
ト

ッ
プ
の
た
め
の

フ
ァ
／
ゾ
ョ
ン
講
座
と
交
互
に
掲
載

し
ま
す
。

ん
、
発
生
や
保
管
の
段
階
で
店

川
頻
度
ゼ
ロ
の
も
の
は
、
廃
棄

さ
れ
る
の
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

〔発
生
段
階
〕
業
務
の
懸
案
中

や
処
理
中
が
こ
の
段
階
で
あ
り
、

書
類
作
成
や
加
工
の
た
め
に
各

種
関
連
資
料
の
収
集
や
他
資
料

参
照
の
機
会
も
多
い
。
進
穆
状

況
チ

ェ
ッ
ク
の
た
め
に
も
、
個

人
机
の
引
き
出
し
や
収
納
什
器

の

一
定
の
場
所
て
管
埠
す
る
こ

と
が
望
ま
し
い
。

〔保
管
段
階
〕
処
理
の
終
わ

っ

た
書
類
は
、
保
管
段
階
に
入
る
。

こ
の
段
階
は
、
活
用
頻
度
の
高

い
書
類
が
オ
フ
ィ
ス
内
で
管
卯

さ
れ
て
い
る
状
態
で
あ
り
、
共

用
化
を
図
り
、
日
常
効
率
よ
く

密
類
を
活
用
す
る
た
め
に
、
と

の
よ
う
に
整
理

・
整
頓
し
て
お

く
か
が
ボ
イ
ン
ト
に
な
る
。

図
は
、
時
の
経
過
と
書
類
の

利
用
度
を
表
し
た
も
の

だ
が
、

店
用
頻
度
の
高
い
時
期
か
発
作
成
段
階
で
は

一
0
0％
の
利

生
や
保
管
段
階
で
あ
り
、

こ

の

用

度

が

、
半
年
経
過
す
る
と
一

段
階
て
は
、
個
人
机
や
オ
フ

ィ

0
％
に
、

一
年
経
過
す
る
と
わ

ス
で
書
類
を
雀
理
す

る

。

活

用

す

か

一
％
に
ほ
下
し
て

い
る
こ

頻
度
が
低
く
な
っ
た
書
類
の
う
と
を
示
し
て
い
る
。

ち
、
法

律

な

ど

で

保

存

を

義

務

書

類

の
利
用
度
か
ら
見
た
と

づ
け
ら
れ
て
い
る
も
の
は
、
保
き
、
規
定
や
マ
ニ
ュ
ア
ル

・
カ

存
に
移
行
す
る
が
、

こ
れ
ら
は
タ
ロ
グ
な
ど
の
常
用
的
な
も
の

事
務
室
外
の
倉
庫
や
書
庫
な
と
を
除
け
ば、

保
管
期
問
は
当
年

で
管
理
す
る
。
保

存

期

間

が

満

度

と

前
年
度
の

二
年
間
で
十
分

了
し
た
書
類
は

、

活
用
頻
度
ゼ
で
あ
ろ
う
。

ニコ
ク
ヨ
株
式会

社
〗

ロ
の
た
め
廃
葉
す
る
。
も
ち
ろ

〔保
存
段
階
〕
保
管
期
間
か
満

池

田

宏
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｀

ン

業

輪

社

復

の

野

田

部

中

上

6

`

｀

シ

産

時

大

聞

所

業

代

護

0

｀

興

疇

／

階

麟

麟

会

這

麟

麟

加

太

南

用

川

5

一

分

1

経

エ

議

ア

ー

た

会

｀

授

）

長

合

｀

会

連

｀

ー

復

時

30
館

本

商

協

ィ

キ

ン

し

｀

妾“

時

南

日

戸

ス

テ

ス

ョ

揮

教

同

蚤

｀

-

業

た

ー

、

神

ネ

メ

ア

ッ

発

一

部

不

会

済

l

i

後

ル

会

、
ジ

チ

固

ノ

を

夕

学

順

長

合

条

｀
 

関

｀

-

産

釦

午

テ

合

市

ビ

ル

カ

神

一
営

（

会

表

長

連

西

ス

精

ネ

経

ト

ッ

代

社

済

ィ

家

ィ

学

ス

リ

ナ

房

経

閻

l{
 

一

路

鱈

困

汀

麟

亨

[

戸

｀

日

ビ

経

、
二

演

デ

業

テ

大

リ

ー

ソ

上

西

｀

淡

神

2

卜

西

県

西

講

ル

起

一
戸

ネ

ノ

パ

夢

関

料

］

i

｀

．

精

月

一

関

庫

関

調

ネ

ー

コ

神

。ハ

閻

個

卸

仙

認

先

-

｀

家

11
ポ

卸

兵

凶

基

。ハ

◇

◇

60
無

み

l

｀

神

業

込

l

一

阪

起

時

場

催

援

容

員

疇

戸

一

`

l
日

会

主

後

内

定

参

[

i

｀

｀
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苓

1
裟
寮
・

了
し
た
台
類
の
内
、
法
定
や
社

内
規
定
な
ど
に
よ
っ
て
保
存
を

要
す
る
書
類
は
、
倉
庫

・
書
庫

な
ど
で
管
理
す
る
。

こ
の
段
階
は
、
経
理
関
係
の

書
類
を
除
い
て
往
々

に
し
て
軽

視
さ
れ
が
ち
だ
が
、
組
織
と
し

て
証
拠
能
力
、
財
産
的
価
値
を

有
す
る
書
類
を
的
確
に
管
理
す

る
た
め
に
、
欠
か
せ
な

い
も
の

に
な
る
。

〔
廃
棄
段
堕

保
存
期
間
を
満

了
し
た
書
類
は
、
最
終
的
に
廃

棄
さ
れ
る
。
廃
菜
は、

古
紙
の

再
利
用
の
た
め
の
リ
サ

イ
ク
ル

も
含
め
て
考
應
す
る

こ
と
が
必

要
と
な
る
。

（書類のライフサイクル）

ぁ す の一 健 康
財団法人兵庫県予防医学協会は、皆様の健康保持増進と福祉に寄与することを目的として、兵庫県、

た公益法人です。常に新しい医学の研究に取り組み、技術の向上を図り、 予防医学知識の普及に努め、

神戸市、 医師会などか協力して設立 し

広く社会に貢献致します。

主な事業 〈定期健康診断、特殊健康診断、消化器検診、大腸がん。肺がん検診、作業環境測定〉 〈消化器・循環器 ・骨粗媒症 ・乳がん ・子宮かん検診〉
〈心臓病・督臓及び糖尿病検査、結核・脊柱側弯症・小児成人病予防検診、寄生虫卵検査〉

〈成人病総合健診 （半 日人間ドッ ク）、政管健保成人病予防健診、消化器・循環器・胸部精密検査、骨粗黙症検診〉

〈水質検査、簡易専用水道定期検査、食品検査、細菌検査〉 〈保健指導、研究教育活動、 資料の提供、 講演会の講師派逍〉

'95 fl坊医学フォ ーラム
テーマ 〈自然のなかで生きる〉一今回の震災を取り上けます一

講師神戸大学理学部教授伊藤敬祐氏、 医学部教授

平成 7年11月9日（木） 13 : 00~16 : 00 
岡田安弘氏、作家 黒岩重吾氏

神戸文化ホール

参加ご希沼の方は、はかきに住所 ・氏名 ・電話番号をご記人の I→．、下記へお申込みください（， 先希順に人場照理券をお送りいたします，9

（入場無料）

財団い兵庫県予防医学協会広報課 〒658神戸市東灘区御影本町4-4-20岱直通 (078)856-7206 



(9) l{OBE会議所ニュース （平成 2年 6月22日第 3種郵便物認可） 平成 7年10月10日

＇？守言

｀ 甲南本通商店街のアーケード

取
扱
説
明
書
作
成
上
の
基

本
ス
タ
ン
ス

取
扱
説
明
書
の
役
割
は
、
製

品
の
安
全
な
使
用
方
法
を
ュ
ー

ザ
ー
に
伝
達
す
る
こ
と
に
あ
り

ま
す
。
製
品
事
故
は
、
往
々
に

し
て
ユ
ー
ザ
ー
が
正
し
く
な
い

使
用
を
し
た
こ
と
が
原
因
で
発

生
し
て
い
ま
す
の
で
、
取
扱
説

明
書
の
役
割
は
極
め
て
璽
要
で

あ
る
と
い
え
ま
す
。

取
扱
説
明
書
の
不
備
が
製
品

の
欠
陥
と
み
な
さ
れ
る
と
い
う

こ
と
を
十
分
に
踏
ま
え
て
、
取

扱
説
明
書
に
は
ユ
ー
ザ
ー
に
伝

え
る
べ
き
情
報
を
網
羅
し
、
さ

ら
に
ユ
ー
ザ

ー
が
容
易
に
理
解

で
き
る
よ
う
、
わ
か
り
や
す
い

構
成
、
表
現
と
す
る
こ
と
が
重

要
で
す
。

2

取
扱
説
明
書
の
内
容

取
扱
説
明
書
の
中
に
盛
り
込

む
へ
き
内
容
と
し
て
は
、
製
品

の
使
用
上
の
「
指
示
」
と

「
警

告
」
か
あ
り
ま
す
。

「
指
示
」
は
ユ

ー
ザ
ー
に
製

品
の
安
全
な
使
用
方
広
を
伝
え

る
の
が
目
的
で
あ
り
、
「
警
告
」

は
ユ
ー
ザ
ー
に
危
険
な
使
用
方

法
を
伝
え
る
の
が
目
的
で
す
か
、

究
極
の
目
的
は
、
製
品
に
関
わ

る
人
の
安
全
を
確
保
す
る
こ
と

と
い
う
点
で

一
致
し
て
い
ま
す
。

3

警
告
ラ
ベ
ル
と
の
関
係

製
品
の
使
用
上
の
「
警
告
」

は
、
取
扱
説
明
書
と
醤
告
ラ
ベ

ル
の
双
方
に
表
示
す
る
こ
と
と

な
り
ま
す
か
、
両
者
の
閃
係
は
、

次
の
通
り
で
す
。

警
告
ラ
ベ

ル
に
よ
る
製
品
本

中
小
企
業
の
た
め
の

悩
廊
伽
嘩

〇
甲
南
本
通
滴
店
街
振
興
組
合

（
今
月
か
ら
高
度
化
資
金
を
使
っ

た
具
体
的
な
事
例
を
紹
介
し
ま

す
）

ー

0取扱説明書作成のポイント

甲
南
本
通
商
店
街
は
東
灘
区

の
中
央
部
に
あ
り
、
国
道
二
号

線
か
ら
南
へ
広
が
る
商
店
街
で

体
上
の
警
告
表
示
は
、
ス
ペ

ー

ス
に
限
り
か
あ
る
た
め
、
優
礼

度
の
高
い
警
告
を
選
別
し
て
採

用
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

一
方
、
取
扱
説
明
書
に
は
十

分
な
ス
ペ

ー
ス
を
と

る
こ
と
が

で
き
る
た
め
、
警
告
ラ
ヘ
ル
に

よ
り
製
品
本
体
上
に
行

っ
た
警

告
表
示
は
取
扱
説
明
鸞
中
に
も

必
す
盛
り
込
み
、
さ
ら
に
製
品

本
体
上
に
は
表
示
で
き
な
か
っ

た
警
告
に
つ
い
て
も
表
示
を
行

う
こ
と
と
な
り
ま
す
。

4
 震

災
か
ら
四
カ
月
を
経
た
五

月
十
七
日
、
臨
時
組
合
総
会
が

開
催
さ
れ
た
。
現
在
の
ア
ー
ケ
ー

ド
を
修
復
す
る
の
か
、
あ
る
い

は
解
体
撤
去
し
て
し
ま
う
の
か

さ
ら
に
は
撤
去
後
新
た
に
ア
ー

禁止（行為）を表す警告表示の例

火気厳禁

の
う
ち
、

釦復典のシンボルとして完成した立休駐車場

•}) 

"C
a
u
t
i
o
n
 

ジ

グ
ナ
Jレ

• 

そ
れ
ぞ
れ
の

ワ
ー
ド
が
示
す

危
険
の
大
き
さ
を
解
説
す
る
。

＊
絵
表
示
の
解
説

特
定
の
危
険
を
表
す
絵
表

不
が

A
N
S
I
規
格
な
と
に

世
界
共
酒

て
い
る
と
は
限
ら
な
い
た
め
、

絵
表
ホ
か
示
す
内
容
を
文
占

で
解
説
し
て
お
く
の
が
睾
ま

ヽ
0

し
し
（協
カ
・
日
本
火
災
海
上
保
険

（
株
）
神
戸
支
店
）

商
工
会
議
所

P
L
保
険

加
入
募
集
中

個
々

の
危
険
に
関
す

る
警
告
表
示
に

つ
い
て
宙
意
事

項
は
、
警
告
ラ

ベ
ル
に
お
け
る

留
意
事
項
と
同

様
で
す
。

取
扱
説
明
書

中
の
警
告
表
示

に
固
存
の
留
意

事
項
に
つ
い
て

は
次
の
通
り
て
す。

①
冒
顕
に
、

製
品
を
使
用
す
る

前
に
取
扱
説
明
書
を
読
む
こ

と
の
重
要
性
お
よ
び
取
扱
説

明
書
を
保
存
し
て
お
く
こ
と

の
軍
要
性
を
記
載
し
て
お
く

べ
き
で
す
。

本
所
で
は
、
会
晨
を
対
象
に

②

「
安
全
に
関
す
る
情
報
」

の

P
L
団
体
保
険
の
取
り
扱
い
を

章
を
設
け
、
あ
ら
ゆ
る
章
の
行
っ
て
い
ま
す
。

ト

ソ

プ

に

位

涸

さ

せ

、

ユ

ー

保

険

料

が

大

幅

割

り

引

き

ザ
ー
が
ま
ず
最
初
に
こ

の
章
（
四
七
％
引
き
）
の
神
戸
商

t

を
読
む
よ
う
に
さ
せ
る
こ
と
会
議
所
中
小
企
業
P
L
保
険

に

が
望
ま
し
い
と
い
え
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
加
入
下
さ
い
。

取
扱
説
明
書
中
の
警
告
表

＊
本
文
中
で
使
用
す
る
シ
グ
ナ
【
問
い
合
わ
せ
先
】

示
に
固
有
の
留
意
事
項

ル
・
ワ
ー
ド
の
定
義

会
員
事
業
チ
ー
ム

取
扱
説
明
書
中
の
警
告
表
示

''D
a
n
g
e
r
"
"W
a
r
n
i
n
g
"
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あ
る
。
ま
た
、
同
商
店

街

は

甲

ケ

ー

ド

を

建

設

す

る

の

か

と

組

九

月

一
日
か
ら
来
街
者
に
和
用

南
市
場

・
新
甲
南
市
場
や
魚
崎

合
員
問
で
激
論
か
交
わ
さ
れ
た
さ
れ
て
い
る
。

北
町
商
店
街
な
ど
隣
接
し
て
い
の
は
一
――-
＝
う
ま
で
も
な

い

。

こ

れ

ら

施

設

の

建

設

は

平

成

る
市
場
・
商
店
街
と
甲
南
地
区
そ
の
結
果
、
来
街
者
の
方
々

二
年
に
指
導
を
受
け
た
神
戸
市

連
合
会
（
会
長
11

一
見
幸
重
）
の
利
便
性
や
快
適
性
を

一
日
も
経
済
局
中
小
企
業
指
導
セ
ン
タ
ー

を
形
成
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
事

楽

早

く
回
復
さ
せ
る
こ
と
が
第

一

の
提
言
に
基
づ
き
、
四
年
三
月

を

行

っ

て

き

た

。

で

あ

る

と

意

見

が

ま

と

ま

り

、

に

設

立

し

た

駐

車

場

拡

充

調

査

震
災
前
、
商
店
街
周
辺
に

は

ア

ー
ケ
ー
ト

の
修
復
工
事
を
行
委
晨
会
で

マ

ン

シ

ョ

ン

や

住

宅

の

建

設

が

う

こ

と

に

し

た

。

検

討

し

て

進
み
、
世
帯
数
も
増
加
傾
向
に
こ
の
修
復
の
総
事
業
貨
は

一

き
た
も
の

あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
同

商

店

街

億

一
千
四
百
六
十
四

万

円

。

そ

て

、

総

事

は
よ
り
多
く
の
来
街
者
を
誘
致
の
う
ち
四
分
の
三
は

国

・

県

か

業

聟

は

二

す
る
た
め
昭
和
五
十
九
年
総
工
ら
の
桐
助
金
、
残
り
は
災
害
復

i

墨
一
千
ヒ

書

六

千

四
百

万

円

（

内

高

度

旧

高

度
化
資
金
（
貸
し
付

け

割

ト

一

万

九

化
資
金
借
り
入
れ
五
千
九
十
六
合
九

0
%
．
償
還
二
十
年
う
ち
千
円
。
国
・

万
四
千
円
）
を
か
け
、
ア
ー
ケ
ー

据

置
五
年
・
無
利
息）

二
千

五

県

・
市
か

ド
を
作
っ
た
が
、
今
回
の
震
災
百
七
十
九
万
四
千
円
の
借
り
入
ら
の
補
助

で
大
破
し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
れ
と
自
己
資
金
で
ま
か
な
っ
た
。
金
の
ほ
か
、

る。

一
方
、
同

商

店

街

で

は

今

年

高

度
化
資

度
に
高
度
化
資
金
の
共
同
施
設
金
（
貸
し

事
業
と
し
て
立
体
駐
車
場
及
ひ
付
け
割
合

休
憩
室
・
由
民
ト
イ
レ
を
建
設
八

0
%
.

す
る
計
画
を
立
て
て
い
た
。
声
償
還
二
十

災
の
影
響
で
完
成
か
当
初
の

予

年

う

ち

据

定
よ
り
半
年
遅
れ
た
も
の
の
、
置
石
年

・

--•~— 

よ
り
推
奨
さ
れ
、

の
常
識
と
な
り
つ
つ
あ
る
も

の
も
多
い
が
、
ユ
ー
ザ

ー
が

そ
の
意
味
を
正
し
く
嘩
解
し

9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
 

①

職
種
②
勤
務
地
③
勤
務
時

問

④
給
与
⑤
資
格
⑥
事
業
内
一

容
⑦
従
業
員
数
⑧
資
本
金
⑨
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人材派遣
(ITS CAREER) 

スペシャリストをタイムリーに派遣いたします。

■オフィス業務全般
QA機器操作
翻訳、通訳

TEL. (078) 392-8082 TEL.(078)333-7980 

在宅サービス
但宅介謳・家事援助）

お年寄りや病気の方のお世話、産後ケア、消掃、

一般家事等をしっかりサポートいたします。

゜
訟 L

' 曹 ー、

•OEE 

ワープロ入力
モデム回線を駆使し、広域ネットワークで遠隔地

でも迅速な処理ができます。

■使用機種
OASYS. NEC-98. MACil si 

TEL.(078)333-0711 

神戸製鋼グループ

株式紐インターナショナル・トレーニング・サービス
神戸市中央区江戸町95（リクルート神戸ビル） TEL.(078)392-51 02 FAX.(078)392-8085 
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神戸商工会議所貸会議室をこ利用ください．I

会議室をおさがしの方は、ぜひー

度お問い合わせ下さい。こ使用内容

に応じた貸会議室をご案内させてい

ただきます。またパンフレ，卜を送

付させていただきますので、お気軽

にお電話下さい。

【申し込み・問い合わせ先】 総務部

第 1～第3会議室

岱 303-5804
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デ
ベ
ロ
ッ
パ
ー
か
ら
分
譲
マ

ン
シ
ョ
ン
の
建
設
を
勧
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
私
も
居
住
者
と
し

て
入
居
す
る
の
で
す
が
、
マ
ン

シ

m
ン
の
修
復
や
建
て
替
え
は

手
続
き
が
複
雑
で
難
し
い
と
の

較
道
を
よ
く
耳
に
し
ま
す
。
今

後
の
た
め
、
手
続
き
や
注
意
点

に
つ
い
て
教
え
て
下
さ
い
。

た
し
か

に、

今
般
の
阪
神
・

淡
路
大
震
災
て
は
、

マ
ン
ジ
ョ

ン
の
復
興
と
い
う
問
題
が
大
き

く
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
原
因
は
さ
ま
ざ
ま

で

す
が
、
何
と
い
っ
て
も
、

こ
れ

ほ
と
の
規
模
の
震
災
自
体
が
籾

体
験
で
あ
り
、

マ
ン
シ
ョ
ン
の

建
て
替
え
か
初
め
て
本
格
的
に

問
題
と
な
っ

た
こ
と
が
大
き

い

と
思
わ
れ
ま
す
。

復
興
の
手
続
き
に
つ
い
て
ご

説
明
し
ま
し
ょ
う
。
手
続
き
を

定
め
て

い
る
の
は
、
「
建
物
の

区
分
所
有
等
に
関
す
る
法
律
」

（
以
下
、
法
と
い
い
ま
す
）
震

災
後
に
緊
急
立
法
さ
れ
た
「
被

災
区
分
所
有
建
物
の
再
建
等
に

関
す
る
特
別
措
置
法
」
（
以
下
、

措
置
法
と
い
い
ま
す
）
の
二
つ

の
法
律
で
す
。

ま
ず
、
あ
な
た
の
住
居
部
分

（
壁
よ
り
も
内
側
）
は
「
専
有

部
分
」
と

い
っ
て
単
独
の
所
有

で
す
か
ら
、
あ
な
た
個
人
の
責

任
と
費
用
で
行
う
こ
と
に
な
り

ま
す
。
問
題
は
、
建
住
者
が
全

員
で
共
有
し

て
い
る
建
物
の
躯

体
部
分
、
廊
下、

障
段
な
ど
の

「
共
用
部
分
」
を
ど
う
す
る
か

で
す
が、

マ
ン
ジ
ョ
ン
で
も
全

員
一
致
て
あ
れ
ば
、
一

戸
建
て

と
同
じ
で
、
建
築
法
規
な
ど
に

触
れ
な
い
限
り
ど
ん
な
修
復

・

建
て
督
え
も
可
能
で
す
。
し
か

し
、
多
く
の
居
住
者
か
ら
な
る

マ
ン

シ
ョ
ン
で
は
全
員
の
意
見

を
ま
と
め
る
の
は
困
難
で
し
ょ

う
。
そ
こ
で
法
は
、
多
数
決
に

よ
っ
て
修
復

・
建
て
替
え
な
と

の
復
興
を
は
か
る
こ
と
を
認
め

た
の
で
す
。
多
数
決
に
よ
る
法

律
上
の
復
興
手
段
は
大
き
く
分

け
て

「補
修
」
「
復
旧
」
「
建
て

替
え
」
「
再
建
」
の
四
稲
類
で

す。
「
補
修
」
は
、
損
傷
し
た
共

用
部
分
を
修
復
す
る
手
続
き
で

す
。
「
補
修
」
は
法
律
上
の
用

語
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
原
則

と
し

て

「
共
用
部
分
の
管
理
，＿

に
あ
た
り
ま
す
の
で
、
区
分
所

有
者
（
頭
数
）
及
び
議
決
権

（
規
約
で
決
ま
り
ま
す
が
、
定

め
が
な
け
れ
ば
専
有
部
分
の
床

面
槙
の
割
合
で
す
）
の
各
過
半

数
で
決
定
し
ま
す
（
法
十
八
条
）
。

も
っ
と
も
、
補
修
後
に
形
状
が

変
わ
る
よ
う
な
ケ
ー

ス
で
は
、

袖
修
の
規
模
な
ど
に
も
よ
り
ま

す
か
、
「
共
用
部
分
の
変
更
」

に
あ
た
り
、
四
分
の

三
以
上
の

賛
成
か
必
要
に
な
る
と
考
え
る

べ
き
で
し
ょ
う
（
法
十
七
条
）
。

「
復
旧
」
と
は
、

一
部
が
滅

失
し
た
共
用
部
分
を
修
復
す
る

手
続
き
で
す
（
法
六
十
一
条
）
。

「
滅
失
」
と
い
う
の
は
、
建
物

の
部
分
が
完
全
に
効
用
を
失
っ

て
い
る
状
態
を
い
い
ま
す
が
、

そ
の
よ
う
な
部
分
が
建
物
の
価

格
の
半
分
以
下
の
場
合
（
小
規

模
滅
失
と
い
い
ま
す
）
は
、
区

分
所
有
者
及
び
議
決
権
の
過
半

数
の
決
議
で
、
半
分
を
超
え
て

い
る
場
合
（
大
規
模
滅
失
と
い

い
ま
す
）
は
、
同
じ
く
四
分
の

―-＿以
上
の
決
議
で
復
旧
を
決
定

し
ま
す
。
威
失
部
分
の
面
禎
な

ど
で
は
な
く
価
格
が
基
準
と
さ

れ
て
い
る
点
注
意
が
必
要
で
す
。

小
規
模
滅
失
の
場
合
は

一
人
の

区
分
所
有
者
で
復
旧
す
る
こ
と

も
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
膀

手
な
丁
事
の
実
施
は
避
け
る
べ

き
で
し
ょ
う
。
大
規
模
滅
失
の

場
合
、
復
旧
の
決
議
に
賛
成
し

な
か
っ
た
人
は
、
贄
成
者
に
対

し
て
自
分
の
区
分
所
有
潅
と
敷

地
の
権
利
と
を
時
価
で
買
い
取

る
よ
う
請
求
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
（
買
取
請
求
権
）
。
大
規

模
滅
失
で
は
復
旧
費
用
も
か
な

り
の
も
の
に
な
る
と
予
想
さ
れ

る
の
で
、
費
用
が
負
担
で
き
な

い
場
合
に
マ
ン
シ
ョ
ン
か
ら
離

脱
で
き
る
途
を
開
い
た
も
の
で

す
。
建
物
価
格
の
半
分
を
超
え

る
か
否
か
管
理
組
合
の
内
部
で

争
い
の
あ
る
場
合
に
は
不
動
産

鑑
定
を
槙
極
的
に
利
用
し
て
早

め
に
よ
る
べ
き
手
続
き
を
決
め

て
お
く
方
が
よ
い
で
し
ょ
う
。

「
建
て
替
え
，ー
は
、
老
朽
化

や
損
傷
、

一
部
か
滅
失
し
た
マ

ン
シ
ョ
ン
を
取
り
壊
し
て
同
じ

敷
地
上
に
再
築
す
る
手
続
き
で

す
（
法
六
十
二
条
以
下
）
。
建

物
の
取
り
壊
し
を
伴
い
、
反
対

者
の
財
産
を
奪
っ

一
面
が
あ
り

ま
す
の
で
、
区
分
所
有
者
及
び

議
決
権
の
各
五
分
の
四
以
上
の

特
別
多
数
決
て
な
け
れ
ば
決
定

で
き
ま
せ
ん
。
今
般
の
震
災
で

も
復
旧
す
る
か
建
て
替
え
る
か

で
意
見
が
ま
と
ま
ら
ず
復
興
が

進
ま
な
い
例
が
多
く
見
ら
れ
ま

す
。
「
建
て
替
え
」
は
補
修
程

度
の
被
災
マ
ン
ジ
ョ
ン
で
も
理

綸
上
は
可
能
で
す
が
、
具
体
的

に
「
建
物
を
維
拮
・

同
復
す
る

の
に
過
分
の
費
用
を
要
す
る
」

場
合
（
費
用
の
過
分
性
の
要
件

と
い
い
ま
す
）
で
な
け
れ
ば
多

数
決
に
よ
る
建
て
替
え
は
許
さ

れ
ま
せ
ん
。
五
分
の
四
以
上
の

賛
成
さ
え
あ
れ
ば
ど
ん
な
場
合

で
も
建
て
替
え
が
許
さ
れ
る
わ

け
で
は
な
い
の
で
す
。
こ
の
要

件
を
満
た
さ
な
い
建
て
替
え
や

い
わ
ゆ
る
有
効
利
用
（
資
産
価

値
増
加
）
を
目
的
と
し
た
建
て

替
え
は
全
員

一
致
で
な
け
れ
ば

実
行
で
き
ま
せ
ん
。
判
断
の
困

雌
な
ケ
ー
ス
も
あ
る
か
と
思
い

ま
す
か
、
一

般
論
と
し
て
は
、

費
用
が
過
分
か
ど
う
か
は
、
建

物
の
現
状
価
格
と
回
復
に
費
や

す
費
用
と
を
比
較
し
て
、

そ
れ

だ
け
の
費
用
を
か
け
る
こ
と
が

相
当
か
ど
う
か
と
い
っ
た
観
点

か
ら
判
断
さ
れ
る
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
建
て
替
え
の
決

議
で
は
、
①
再
築
建
物
の
設
訂

の
概
要
、
②
取
り
壊
し
及
び
再

築
費
用
の
概
要
、
③
費
用
の
分

担
、
④
区
分
所
有
権
の
帰
犀

（
部
屋
の
剛
り
当
て
）
の
四
つ

の
事
項
全
て
か
決
議
さ
れ
る
こ

A 

J
 

， 

e り
＂

と
が
必
要
で
す
。
い
ず
れ
が
欠

け
て
も
決
議
は
無
効
に
な
り
ま

す
。
適
常
な
ら
ば
、
か
な
り
の

時
間
を
か
け
て
資
金
計
画
や
設

計
か
検
討
さ
れ
て
し
か
る
べ
き

と
こ
ろ
で
す
が
、
今
般
の
震
災

後
の
建
て
替
え
で
は
、
そ
の
時

間
的
余
裕
も
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、

こ
れ
ら
四
つ
の
事
項
は
さ
ほ
ど

厳
密
な
も
の
で
な
く
て
も
よ
い

と
考
え
る
む
き
も
あ
る
よ
う
で

す
。
し
か
し
、
先
述
の
よ
う
に

建
て
替
え
決
議
が
反
対
者
の
財

産
権
に
対
す
る
制
約
と
い
う
側

面
を
も
つ
以
上
、
そ
の
緩
和
に

は
お
の
ず
か
ら
限
度
が
あ
る
と

い
う
へ
き
で
し
ょ
う
。
ま
た
、

Q
 
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
の
就

業
規
則
を
作
成
す
る
と
き
に
、

服
務
規
律
を
定
め
る
必
要
性
ぱ

あ
リ
ま
す
か
。
必
要
性
が
あ
る

と
す
れ
は
、
そ
の
内
容
に
つ

い

て
は
、
ど
の
よ
う
な
事
項
を
定

め
た
ら
よ
い
で
し
ょ
う
。

服
務
規
律
は
、
法
律
上
は
必

ず
し
も
就
業
規
則
に
記
載
す
る

必
要
の
な
い
事
項
で
す
が
、
会

社
の
職
場
秩
序
を
確
立
し
維
閃

す
る
た
め
に
、
労
働
者
が
勤
務

す
る
と
き
に
守
ら
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
事
項
に
つ
い
て
定
め
て

お
く
必
要
が
あ
る
で
し
ょ
う
。

服
務
規
律
の
内
容
は
、
会
社

の
実
態
や
特
殊
性
に
応
じ
遠
い

が
あ
り
ま
す
が
、
「
こ
れ
だ
け

は
必
ず
履
打
し
て
も
ら
い
た
い
」

と
い
う
事
項
を
記
載
し
て
お
く

よ
う
に
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

例
え
ば
、
勤
務
中
の
遊
守
事

9・Iヽ

こ
と

と 建
て
替
え
に
つ
い
て
と
の
よ
う

な
事
業
手
法
を
採
用
す
る
か

（
自
己
発
注
方
式
か
等
価
交
換

類
似
方
式
か
な
ど
）
に
よ
っ
て
、

必
要
と
さ
れ
る
決
議
事
項
が
違

い
ま
す
の
で
こ
の
点
も
庄
意
が

必
要
で
す
。

最
後
に
、
「
再
建
」
は
、
震

災
後
新
た
に
措
置
法
に
よ
っ
て

認
め
ら
れ
た
手
続
き
て
（
措
置

法
二
条
）
、
全
部
か
滅
失
し
た

（
誰
も
住
め
な
い
状
態
）
マ
ン

シ
ョ
ン
を
同
じ
敷
地
上
に
再
築

す
る
こ
と
を
い
い
ま
す
。
マ
ン

ジ
ョ
ン
全
部
が
滅
失
す
る
と
、

建
物
の
関
係
は
消
滅
し
、
敷
地

の
共
有
関
係
だ
け
か
残
り
ま
す
。

＂
・ぃ

2
"
＇
＞.
,『
"

項
、
出
退
勤
に
閃
す
る
遊
守
事

項
な
ど
で
す
か
、

一
般
的
に
は

次
の
事
項
が
定
め
ら
れ
て
い
ま

す。-．

会
社
の
規
則
を
守
り
、
上

長
の
命
令
、
指
示
に
従
っ
て
勤

務
す
る
こ
と

ニ
．
会
社
へ
の
入
退
場
は
、
定

め
ら
れ
た
通
用
門
か
ら
行
い

、

自
分
の
出
勁
カ
ー
ド
に
い
刻
す

る
も
の
と
し
、
他
人
に
訂
刻
し

て
も
ら
っ
た
り
、
他
人
の
も
の

を
打
刻
し
た
り
し
て
は
な
ら
な

‘。し――-．
始
業
時
刻
、
休
憩
時
間
、

終
業
時
刻
を
守
り
、
許
可
な
く

み
だ
り
に
職
場
を
雌
れ
な
い
こ

四

欠

勤

、
遅
刻
、
早
退
を
す

る
場
合
は
、
事
前
に
上
長
に
届

け
出
て
承
認
を
受
け
る
こ
と

た
だ
し
、
緊
急
の
や
む
を
得

な
い
事
由
に
よ
り
承
認
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
場
合

に
は
、
事
後
す
み
や
か
に
扁
け

山
る
こ
と

五
互
い
に
助
け
合
い
、
明
る

い
態
度
で
勁
務
す
る
こ
と

六
会
社
の
施
設
、
機
械
、
器

具
、
備
品
、
物
品
を
大
切
に
取

り
扱
い
、
業
務
以
外
の
目
的
に

使
用
し
な
い
こ
と

七
．
会
社
の
名
滋
―[
、
信
用
を
傷

つ
け
る
よ
う
な
行
為
を
し
な
い

そ
う
な
る
と
、

民
法
の
原
則
か

ら
全
員

一
致
で
な
け
れ
ば
建
物

を
再
築
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
。
そ
れ
で
は
、

一
部
滅
失
の

場
合
と
均
御
を
失
し
ま
す
の
で

多
数
決
で
の
再
建
を
認
め
た
の

で
す
。
手
続
き
と
し
て
は
、
ほ

ほ
「
建
て
替
え
」
の
場
合
と
同

じ
で
す
か
、
管
理
組
合
が
集
会

を
招
集
で
き
な
い
点
や
議
決
樅

が
敷
地
共
有
持
分
緬
の
価
額
の

割
合
と
さ
れ
て
お
り
決
議
に
際

し
て
頭
数
の
要
件
か
問
題
と
さ

れ
て
い
な
い
点
な
ど
の
い
く
つ

か
の
違
い
か
あ
り
ま
す
。

八
常
に
職
場
の
整
理
整
頓
を

維
持
し
、
災
害
の
発
生
を
未
然

に
防
止
す
る
よ
う
に
努
め
る
こ

九

職

場

で

は
、
貸
与
さ
れ
た

被
服
な
ど
を
必
ず
若
用
し
、
そ

の
清
潔
を
保
持
す
る
こ
と

十

会

社

で

、
と
ば
く
、
け
ん

か
、
落
書
き
な
ど
を
し
な
い
こ

所
定
の

放
尿
、

と+
「

会

社

内
で
は
、

場
所
以
外
で
の
喫
埋
、

放
痰
な
ど
を
し
な
い
こ
と

十
二
．
火
気
、
電
気
、
水

道

ガ
ス
な
ど
を
使
用
し
た
者
は
、

そ
の
後
始
末
を
確
認
す
る
こ
と

士

一「

火
災
そ
の
他
災
害
を
発

見
ま
た
は
予
見
し
、
そ
の
危
険

か
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
時
は
、

直
ち
に
臨
機
の
処
置
を
と
り
、

会
社
に
急
ぎ
連
絡
す
る
こ
と

十
四
会
行
の
許
可
を
受
け
な

い
で
、
会
社
内
で
宗
教
活
動
や

集
会
な
ど
を
し
な
い
こ
と

十
五
．
自
己
の
都
合
で
退
職
す

る
と
き
は
、
遅
く
と
も
十
四

Fl

前
ま
で
に
申
し
出
る
こ
と

以
上
の
よ
う
な
こ
と
を
参
考

ま
で
に
記
し
ま
し
た
が
、
各
社
、

各
事
業
所
に
よ
っ
て
パ
ー

ト
タ

イ
ム
労
働
者
が
服
務
に
あ
た
っ

て
日
常
守
る
べ
き
心
得
に
つ
い

て
念
入
り
に
定
め
る
よ
う
に
し

て
下
さ
い
。社

会
保
険
労
務
士
〗

（

岡

西

英

二

郎

服務規律について

と

T
N
!
J
h
 

＂ 
，
点
↓
北
”

,!, 
！ 

正

晴
、~／ 

マ
ン
シ
ョ
ン
の
修
復
・
建
て
替
え

手
続
き
と
注
意
点

愛されつづけるものには、理由があります。

農かな春 りど、深みのある味わ‘‘。新し＼ 、UCC↓'オリシナル＂は 、

豆の種類こどに丹令にローストする「プリブレンドロースティンク製法」で

その呑リど味わ、、 1こさらに磨きをかけました。

珈琲鑑定士がこだわった、おヽ しヽさの新し、 、かたらをお楽しみくださし ‘o

新しくなったuccレギュラーコーヒー オリジナル

_._ 

゜

つ

‘
 

． 
‘‘ ヽ

呵~

ヽ

‘
、
、

UCC上島珈琲株式会社
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本所は中小企業の振興を図るため、昭和58年か ら毎年秋に中小企業振興月間を設け、 諸事業を集中的に実施しております。

本年は阪神・淡路大震災によって大きな打撃を受けた地元商工業者の早期復興を促し、元気づける事業を中心に展開致します。

特に地区別産業復興会議では、各地域の復興状況や今後の課題などについて地域商工業者の皆様と牧冬彦会頭他本所役員が懇談致します。（参加費無料）

日時・場所 内 容 定員 申し込み先

1 0月25日 （水）
13 : 30-15: 30 

於 ：松蔭大学会館

4階会議室

＊交流懇談会

◆「商売復興の途をさぐる」

パネリスト 大阪商工会議所旭支部事務長 角田保司氏

II 都島支部事務長 今藤繁三郎氏

II 東淀川支部事務長大蔵玉太郎氏

復興事例報告異業種交流会「東金会」代表幹事鈴木 了氏（（株）エスプリ・カンパニー 社長）

※震災直後から大阪商工会議所のスタッフの方々に応援派遣頂き、東神戸支部で経営指導を担当願いま

したが、その体験を元に参加者と交流・懇談致します。

50名 I東神戸支部

l只

1 1月 9日 （木）
1 1月16日 （木）
13: 00-16: 00 
於 ：中央支部
（センタープラザ8階）

＊新規 ・独立開業特別相談室

新規開業、独立開業を目指す方に、中小企業診断士が個別相談に応じ、懇切丁寧に指導します。 （要予約）
中央支部

1 1月13日 （月）
13: 30-16: 00 

於 ：神戸ベイ、ンェラト

ンホテル＆タワー

ズ3階 「北野の間」

1 1月14日（火）
14: 00-16: 00 

於’神戸商工会議所3陛
「神商ホールA」

＊東部地区産業復興会議

◆「わが地域 ・わが業界の復興戦略」

東部地区の業界代表による復興状況及び今後の課題などに関する発言。

◆ 「東灘区 ・灘区の企業復興戦略について」

（講師）神戸商科大学教授三ツ井光晴氏

◆牧冬彦会頭他本所役員との懇談
◆交流パーティ ー

＊元気企業に学ふ特別講演会

◆講 演 「企業家精神とビジネスチャンスのつかみ方」

（講師）朝日ソーラー（樹代表取締役社長林

◆対談 朝日‘ノーラー（掬代表取締役社長林

神戸大学経営学部教授 加登

武志 氏

氏

氏

試志
器

100名 I東神戸支部

150名 I中小企業振興部

1 1月15日 （水）
13: 00-17: 00 

於：ケミカルシューズ産

業会館4階ホール

1 1月22日 （水）
14:00-16:00 

於舞子ビラ新館1階
「五色の間J

1 1月24日（金）
13: 30 -15: 30 

於：ケミカルシューズ産

業会館4階ホール

1 1月27日 （月）
13: 30 -17: 00 

於・神戸市産業振輿セ

ンタ ー3階ホー）レ

＊西部地区産業復興会議

◆講演 「阪神大震災を語る」

（講師）元親和女子大学学長三東 哲夫 氏

「被災地行政の体験談と今、神戸に思うこと」

（講師）元島原市長 鐘ヶ江菅ー氏

◆懇談 「被災地の現状と今後の取り組み」

西部地区の業界代表による復輿状況及び今後の課題などに関する発言。

牧冬彦会頚他本所役員との懇談。

◆交流ハ°ーティー

＊特別講演会

「天気と経済の微妙な関係」

～ビジネスリスクの抑え方・気象情報の活かし方～

（講師） 気象庁主任予報官平沼洋司氏

＊特別講演会

「金融機関との上手なつきあい方」

（講師） （有）祝経営研究所

所長 岩井義照氏

＊中部地区産業復興会議

◆懇 談 「被災地の現状と今後の取り組み」

中部地区の業界代表などによる復輿状況及び今後の課題なとに阪する発言。

牧冬彦会頭他本所役員との懇談。

◆復興フォーラム 「私はこう思う～わが街の復輿と神戸企業の再スタート～」

基調発言 「新生神戸に必要な十分条件とはなにか」

神戸大学経営予部教授 吉田順一 氏

パネル討議

100名
西神戸支部

垂水支部

80名垂水支部

120名 I西神戸支部

コーディネーター

発言者

神戸大学経営学部

武田建築設計事務所

（株）岡女堂

中華料理「鼎鼎」

授

長

務

ナ

教
所
専
一
ォ

DJ
田

谷

吉

武

大

郭

200名
中央支部

兵庫支部

順一 氏

刷明氏

修一氏

苑燒氏

1 1月28日（火）
13: 30-15: 30 

於 ：神戸木材会館

5階ホール

◆交流パーティー

＊特別講演会

◆講演 「人生味修行」

（講師）料亭「神田川」店主神田川俊郎氏

◆対談 「現代の若者気質とその育て方」

料亭 「神田川」店主 神田川俊郎氏

流通科学大学商学部教授向山雅夫氏

◆まとめ 「会社（お店）を伸ばす経営者の条件とは」

流通科学大学商学部教授向山雅夫氏

150名 I兵庫支部

•ヘ

中小企業振興部匹303-5810

兵 庫 支部む577-1110

東神戸支部む843-2121

西神戸支部む641-3185

中央支部岱331-0012

垂水支部岱706-1234
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日
本
で
は
年
間
に
十
数
万
ト

ン
も
の
ピ
ー
ナ
ッ
類
が
消
費
さ
れ

て
い
る
の
で
す
よ
。
最
近
は
そ
の

八
割
は
輸
入
物
で
、
ま
た
そ
の

う
ち
の
半
分
は
現
地
で
加
工
さ

れ
た
完
成
品
で
す
。

輸
入
品
の
価
格
破
壊
が
進
展

す
る
な
か
、
私
た
ち
の
商
品
が
こ

れ
か
ら
ど
う
生
き
残
っ
て
い
け
る

の
か
、
大
変
な
時
代
に
突
入
し
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一
吉
田
ピ
ー
ナ
ツ
食
品
株
式
会
社

〔創
業
〕
昭
和
十
―h
年一
i

月

〔法
人
改
組
〕
昭

一

一
和
一―-
＋
年

一
月
〔
本
社
〕
神
戸
市
長
田
区
神
楽
町
ニ
ー
三
ー
ニ
ニ
、
8
6
4
l
.

-

-
6
2
6
2
〔
代
表
者
〕
吉
田
泰
弘

〔賓
本
金
〕
四
千
八
百
万
円
〔
営
業
内
容
〕
バ

一

一
タ
ー
ビ
ー
ナ
ツ
、
ナ
ッ
ツ
類
各
種
、
天
津
甘
栗
、
そ
の
他
豆
巣
子
製
造
販
売

一
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1
l
l
l
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l
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た
と
思

っ

て

い

ま

す

」

。

け

ま

す

。

私

た

ち

の

簡

品

は

付

吉
田
ピ
ー
ナ
ッ
食
品
は
、
大
加
価
値
を
い
か
に
お
客
様
に
認

正
一―
一年
に
創
業
し
、
以
来
国
内

め
て
い
た
だ
け
る
か
が
勝
負
で

産
最
高
級
の
千
葉
産
の
落
花
生
す
。

を
中
心
に
取
り
扱

っ
て
き
た
が
、

最
近
は
、
健
康
志
向
に
な
っ

消
費
者
の

ニ
ー
ズ
に
こ
た
え
る
た
て
い
ま
す
か
ら
、
品
質
保
持
や

め
、
輸
入
ナ
ッ
ツ
類
、
大
豆
の
栄
養
表
示
に
気
を
つ
か
う
の
は

加
工
も
は
じ
め
、
現
在
は
生
産

も

ち

ろ

ん

、
食
べ
過
ぎ
な

い
よ

量
、
売
上
高
と
も
全
国
で
五
脂
う
に
小
袋
に
包
装
し
、
安
心
し

に
入
る
業
績
を
挙
げ
て
い
る
。

「
ナ
ッ
ツ
な
ど
は
、
お
や
つ
ま

た
は
、
お
酒
の
お
つ
ま
み
と
し
て
、

何
気
な
く
食
ぺ
ら
れ
て
い
る
の
が

現
状
か
と
思
わ
れ
ま
す。

海
外
で
加
工
し
た
も
の
と
当

社
で
製
造
し
た
も
の
を
食
べ
比

べ
て
頂
く
と
、
背
様
”
お
い
し

ぃ
“
と
お
っ
し
ゃ

っ
て
い
た
だ

て
楽
し
く
め
し
あ
が

っ
て
頂
け

る
よ
う
心
掛
け
て
い
ま
す
。
ま

た
、
現
在
は
ピ

ー
ナ
ツ
、
あ
ら

れ
、
珍
味
、
ナ
ッ
ツ
類
の
垣
根

が
な
く
な
り
、
そ
れ
ぞ
れ
を
ミ
ソ

ク
ス
し
た
商
品
が
お
客
様
に
非

常
に
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
努
力
が
実
っ
て
、

J
A
L
や
キ
ャ
セ
イ
パ
シ
フ
ィ
ソ

多
と
ー
し
し

田

ク
の
機
内
食
に
も
登
用
さ
れ
ま

し
た
。
私
た
ち
の
尚
品
が
国
際

的
に
認
め
ら
れ
た
こ
と
は
本
当

に
う
れ
し
い
こ
と
で
す
」
。

三
年
前
に
開
発
し
た
ミ
ッ
ク

ス
閻
品

「六
甲
の
響
」

は
同
社

の
プ
ラ
ン
ド
固
品
で
、
震
災
後

に
は
、
復
興
に
役
立
て
よ
う
と

の
好
意
で
、
北
海
道
の
流
遁
チ
ェ
ー

ン
か
ら
も
注
文
を
受
け
て
い
る
。

「神
戸
は
大
き
な
ダ
メ
ー
ジ

を
受
け
ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら

も
さ
ま
ざ
ま
な
ア
イ
デ
ア
を
出

し
て
、
神
戸
発
の
商
品
を
提
案

し、

吉
田
ビ
ー
ナ
ツ
な

ら
で
は

の
お
い
し
さ
を
お
客
様
に
楽
し

ん
で
頂
け
る
よ
う
、
技
術
力
を

一
層
高
め
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
」
。

弘 氏

「六甲の警」

、ヽ
ノ％
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平成7年度

平成8年度

回答数

409社

394社

平成7年度の設備投資の目的

平成7• 8年度新規学卒者採用数の増減

増 加
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設
備
更
新

一
声
災
関
連
袖
空
醤

ゞヽ

（複数回答）

情
報
化
の
推
進

そ
の
他

- ク - ク -ク

。
10 20 30 40 50 60 70 80 90 100 

平
成
六
年
度
の
設
備
投
資
実

績
額
は
、
＿―
-千
二
百
四
十
七
倍

二
千
六
百
万
円
（
回
答
数
11-
―-

百
五
十

一
社
）
で
あ
っ
た
。
平

成
七
年
度
の
設
備
投
資
計
画
に

つ
い
て
は

、

一
割
の
企
業
が

「
未
定
」
と
回
答
し
て
い
る
た

め
、
単
純
に
比
較
す
る
こ
と

は

で
き
な
い
が
、
三
千
四
百
二
十

九
億
六
千
一
＿百
万
円
（
回
答
数
11

一二
百
七
社
）
と
な
り
、
百

八

|

二
堡
一千
七
百
万
円（
石•
六

％
）
の
増
加
と
な
っ
た
。

平
成
七
年
度
の
設
備
投
資
の

目
的
は
、
「
合
理
化

・
省
力
化
」

五
一

・
八
％
か
最
も
多
く
、
次

い
で
「
設備
更
新」
四
一
―-•
O

％
、
「
設
備
の
維
持

・
補
修
」

四

O
・二
％
、
「
震
災
関
連
に

よ
る
補
修
・
買
換
」

三
一

・
七

％
と
続
く
。

地
域
別
に
み
る
と
、

「
震
災

閃
連
に
よ
る
補
修
・
買
換
」
へ

の
回
答
は
、
「
神
戸
市
内
」
で

は
、
五

O
・七
％
と
半
数
を
超

え
て
お
り
、
他
地
域
と
比
較
す

こ
の
ア

ー
バ
ン
リ

本
所
で
は
、
神
戸
市
か
喪
災

後
の
神
戸
産
業
復
興
の
切
り
札

と
し
て
位
置
づ
け
て
い
る

K
I

M
E
C
構
想
を
産
業
界
と
し
て

推
進
す
る
た
め
、

K
I
M
E
C

構
想
推
進
懇
談
会
を
設
固
し
、

去
る
九
月
七
日
に
第
一
回
会
合

を
開
催
し
た
。

K
I
M
E
C
構
想
推
進
懇
談

会
は
、
米
田
副
会
頭
を
座
長
に

四
十
四
名
の
委
員
で
構
成
さ
れ

て
お
り
、
今
後
は

K
I
M
E
C

構
想
に
対
す
る
意
見

・
提
言
活

動
及
び
啓
蒙
・
普
及
活
動
を
行

う
こ
と
に
な
る
。

神
戸
市
で
は
、
従
来
、
「
フ
ァ
ッ

ジ
ョ
ン
都
市
」
「
コ

ン
ベ
ン

ジ
ョ

ン
都
市
」
と
い
っ
た
都
市
戦
略

を
推
進
し
て
い
る
が
、

こ
れ
ら

を
統
括
す
る
都
市
づ
く
り
と
し

て
、
最
近
で
は
「
ア

ー
バ
ン
リ

ゾ
ー
ト
都
市
づ
く
り
」
を
自
標

に
掲
げ
て
い
る
。

そ
し
て
、

戸-
--．’一

(9 00-17:15 

東神戸支部
灘区桜口町］ ー1_4 セントラルプラザ六甲1階

匹 843-2121

中央支部
中央区三宮町1-9-1-805 センタープラザ東館8階

も 331-0012

兵廂支部
兵庫区大開通2-3-18 神戸木材会館1階

匹 577-1110

北 支 所
北区鈴蘭台西町1-2 7 -1 5 市木ビル1階

岱 593-4800

西神戸支部
長田区大橋町3-1-13 ケミカルノューズ庄業会館3階

匹 641 -3.1 8 5 

垂水支部
垂水区日向1-6-1-206 レバンテ垂水＝＿番館2階

む 706-1234

産業復興支援 中央区港島中町6-1（神戸商工会議所会館4階）
セ ン 夕 匹 303-1001

採六％ →万つ る ｀｀一-`---```｀｀`--```―`--｀`--｀―
昨K l 門胃嘉年;~畠届 ；

つ上ぇよ％は度にI Iいのるりが、の回 ‘ <=~ ; 
贔雀宍慧門属翠冨： 第17回 関西中堅企業経営会議 ： 

推M 閏靡二 ？、胃喜窟； 「大震災からの復興と飛躍」 ： 
進E 畠言悶庁続と開門 i

0 9被災地神戸での特別企画。被災体験から意欲的に復典に挑む ‘

ノ懇c
勢のと七＜ ＝ に

一 ＇関係者の考え方を通して、 21世紀を目指す新産業の探究や企 ＇

―—：：：→—-・ 提 I し展、 刃火構 ご引二 ニ 答用 を ，業経営のあり方などを探る。
唱 M てす l き・ーがな来み '

一孤厄隻喜贔 ii火相れ続七•最し年せ ‘
日時 平成7年11月29日（水）午後 1時15分ー6時 ： 

入
るき％八も ← 度て ＇場所 兵庫県公館 1階大会議室 (JR元町駅西出口北） ＇ 

進構出め市 一心‘‘ ° 抑 と％多四にい ＇ 内容•特別講話兵庫県知事貝原俊民氏 ’ 
さ想さのづ エゞ 制なと<-っ兌 ： •特別講演 ［情報時代の経営J ‘ 
亨ェれ新；発 盟りヽ胄続‘iい犀たた 富士通闊会長山本卓瞑氏 ＇
い災もなを が今すく％て ¢ ・パネル討論 「明日のチャンスをつかむJ , 

だ門？ゞ悶胃 足 門盟誓州忘［ ： コーディ不ータ一～大衷災からの飛躍～ ； 
り K と発 とに六こ回採 ； ハ°]尺門経済経営研究所教授 吉原英樹氏 ；

篇累現門‘ノヽ：書塁菜：誓信員云悶竺 k： 近畿通商産業局総務企画部長 太田房江氏 ’

め内在く国卜にいのち ‘ゆ-巳 ル I, 日本銀行神戸支店支店長 遠籐勝裕氏 ＇

ら容 ‘り 際 ‘集る庄早文る臼目云チ M ＇ 生活協同組合コープこうへ副組合長増田 大成氏 ＇
れな K で化観客マ業＜化性玄の°ごメ E , 山内・アルミニューム憫代表取締役社長 LII西 寅男氏 i
てど I あなブし‘ )レと 誘を戸 ー (D

いに M ると エチし致世市の
四 デ C ’参加費 1名につき 13,000円 、
言ィ構 i

るつ E °をコ ンメてす界が略応ぢア想 9 （ただし、大震災被災企業は10,000円）

°い C K亥ご、タテ有るか次称口ロ文 I ＇主 催卸兵庫工業会、神戸尚工会議所他 ： 
て椙 と、ノ 1 ィ望たら世 I §. ~化神 i 共 催兵庫県、神戸市
検想 す・ンテア視め神代は- 0 都戸 ’ 【申し込み・問い合わせ先】 産業部 岱303-5805 I 
討は るョィをさ ‘戸の ‘忘忌市国 '

← • ` ̀ ｀ ̀  ̀ ̀ `―` ` `  `  ̀  ̀ ` -呵•~` ̀ ` ̀  ̀ ̀ ̀ ---̀~— 

各支部・支所へ

土・日曜・祝日休み）

二c

疇怒汽

: 

弊社では上記の通り、仮設建物のリース・販売・請負など承っております。

資料提供・担当スタッフによるご相談（無料）もお受けいたします。

◆プレハフ各種（事業所・店舗・倉庫・住宅・寮）

ユニットハウス・仮設トイレ・各種備品
※相談（無料）／調査／設計／施工

拙プレハプ建築協会会員

の大斥DI商リース株式曾品1?651 ::腐ご信塁辺通E丁目1番30号

お問い
合わせ

’̀’ 
[_L庄SE] 

Office 
事務所

Warehouse 
倉庫

．．
 •—_1-

Shop 
店舗

州州・
House 
Dormitory 
住宅・寮

’̀’ 
: SALES ] 




